
は
じ
め
に

一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
、
モ
ー
ス
、
ユ
ベ
ー
ル
、
エ
ル
ツ

ら
の
書
簡
や
未
発
表
原
稿
を
地
道
に
発
掘
・
公
刊
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
社
会

学
年
報
学
派
研
究
を
牽
引
し
て
き
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ベ
ナ
ー（

１
）ル

―
―
二
〇
〇
三
年

に
急
逝
し
た
―
―
は
、「
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
と
モ
ー
ス
の
間
の
共
同
作
業
」
の
な
か
で
、

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
と
モ
ー
ス
の
「
隠
さ
れ
た
共
同
作
業
」
の
一
例
と
し
て
「
供
犠
の

本
質
と
機
能
に
関
す
る
試
論
（E

ssaisurla
nature

etla
fonction

du
sacrifice

）」

（
以
下
、
本
文
中
で
は
「
供
犠
論
」
と
略
記
す
る
）
を
取
り
上
げ
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
の
論
文
「
供
犠
の
本
質
と
機
能
に
関
す
る
試
論
」
に
関

し
て
は
、
わ
れ
わ
れ
は
豊
富
な
資
料
を
手
に
し
て
お
り
、
そ
れ
は
、
モ
ー
ス

と
そ
の
友
人
で
あ
る
ア
ン
リ
・
ユ
ベ
ー
ル
に
よ
る
こ
の
最
初
の
大
作
の
、
困

難
で
混
沌
と
し
た
生
成
、
錬
成
、
執
筆
、
刊
行
に
お
け
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の

（
２
）

寄
与
に
つ
い
て
、
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
。

こ
の
一
文
に
続
い
て
ベ
ナ
ー
ル
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
よ
る
積
極
的
な
関
与
の

具
体
例
を
二
つ
、
彼
が
モ
ー
ス
に
宛
て
た
書
簡
か
ら
引
用
す
る
の
だ
が
、
し
か
し

そ
の
内
容
の
分
析
に
は
直
接
踏
み
込
ま
ず
、「
実
際
、
供
犠
に
関
す
る
こ
の
論
文
の

（
３
）

生
成
は
、
こ
こ
で
素
描
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
特
別
な
研
究
に
値
す
る
だ
ろ
う
」

と
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

事
実
、
一
八
九
九
年
の
『
社
会
学
年
報
』
第
二
巻
に
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
よ
る

論
文
「
宗
教
現
象
の
定
義
に
つ
い
て
（D

e
la

définition
des

phénom
ènes

re-

ligieux

）」（
以
下
、
本
文
中
で
は
「
定
義
」
論
文
と
略
記
す
る
）
と
な
ら
ん
で
掲
載

さ
れ
た
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
の
「
供
犠
論
」
は
、
き
わ
め
て
重
要
な
戦
略
地
点
に

（
４
）

位
置
し
て
い
る
。
そ
れ
は
単
に
、
ベ
ナ
ー
ル
が
言
う
よ
う
な
資
料
の
豊
富
さ
と
い

う
形
式
的
な
理
由
に
よ
る
ば
か
り
で
は
な
い
。
こ
の
「
困
難
で
混
沌
と
し
た
」
プ

ユ
ベ
ー
ル
・
モ
ー
ス
「
供
犠
の
本
質
と
機
能
に
関
す
る
試
論
」
の
生
成

―
―
社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
学
思
想
Ⅰ
―
―

＊

山

�

亮

キ
ー
ワ
ー
ド：

ユ
ベ
ー
ル
、
モ
ー
ス
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
、「
供
犠
の
本
質
と
機
能
に
関
す
る
試
論
」、
社
会
学
年
報
学
派
、
宗
教
学

＊
島
根
大
学
法
文
学
部

社
会
文
化
論
集

第
五
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二
〇
〇
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三
月
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ロ
セ
ス
は
、
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
に
よ
る
宗
教
研
究
の
出
発
点
で
あ
る
と
同
時
に
、

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
宗
教
研
究
の
転
換
点
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
実
質
上
の
処
女

作
を
共
同
執
筆
す
る
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
、
さ
ら
に
陰
で
そ
れ
に
介
入
す
る
デ
ュ

ル
ケ
ー
ム
と
い
う
、
三
つ
ど
も
え
の
共
同
作
業
の
錯
綜
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
垣
間
見

（
５
）

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
学
思
想
の
全
体
像
を
考
察
す
る
上

で
好
個
の
参
照
点
が
提
示
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
管
見
の
及
ぶ

か
ぎ
り
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
詳
細
に
検
討
し
よ
う
と
す
る
論
考
は
、
い
ま
だ
現
わ

（
６
）

れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
供
犠
論
」
の
生
成
を
め
ぐ
っ
て
は
、
モ
ー
ス
の
師
で
も
あ
っ
た
イ
ン
ド
学
者
の

（
７
）

シ
ル
ヴ
ァ
ン
・
レ
ヴ
ィ
に
よ
る
影
響
も
取
り
沙
汰
さ
れ
る
が
、
小
論
で
は
さ
し
あ

た
っ
て
、
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
、
な
ら
び
に
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
三
者
相
互
の
関
係
に

焦
点
を
絞
っ
て
「
供
犠
論
」
の
生
成
過
程
を
辿
り
、
そ
の
含
意
を
考
え
て
み
た
い
。

も
と
よ
り
供
犠
は
、
そ
の
当
時
の
欧
米
の
学
界
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら

注
目
を
集
め
た
主
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
シ
ル
ヴ
ァ
ン
・
レ
ヴ
ィ
に
よ
る
影
響

も
含
む
そ
の
外
的
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
検
討
に
つ
い
て
は
他
日
を
期
し
た
い
。
コ

ン
テ
ク
ス
ト
は
あ
く
ま
で
テ
ク
ス
ト
の
内
実
に
照
ら
し
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ

り
、
ま
ず
は
テ
ク
ス
ト
の
生
成
過
程
に
ま
つ
わ
る
内
的
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
検
討

（
８
）

を
優
先
す
べ
き
だ
、
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

一

「
供
犠
論
」
の
概
要

（
９
）

こ
こ
で
は
ま
ず
、
完
成
し
た
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
「
供
犠
論
」
の
概
要
を
瞥
見

す
る
。
こ
の
論
文
に
は
膨
大
な
量
の
文
献
が
引
証
さ
れ
、
ま
た
論
旨
も
錯
綜
し
て

い
て
、
そ
の
理
路
を
辿
る
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
が
、
以
下
に
掲
げ
る

「
供
犠
論
」
の
構
成
に
沿
っ
て
、
私
な
り
の
整
理
を
試
み
て
お
く
。

Ⅰ
供
犠
体
系
の
定
義
と
統
一
性

Ⅱ
供
犠
の
図
式
（le

schèm
a

）

入
場
（l’entrée

）

１
供
犠
祭
主
（le

sacrifiant

）

２
供
犠
執
行
者
（le

sacrificateur

）

３
場
所
、
道
具

い
け
に
え
（la

victim
e

）

退
場
（la

sortie

）

Ⅲ
こ
の
図
式
は
供
犠
の
一
般
的
機
能
に
従
っ
て
い
か
に
変
化
す
る
か

Ⅳ
こ
の
図
式
は
供
犠
の
特
殊
的
機
能
に
従
っ
て
い
か
に
変
化
す
る
か

Ⅴ
神
の
供
犠

Ⅵ
結
論

Ⅰ
に
先
立
っ
て
冒
頭
に
置
か
れ
た
、
表
題
の
な
い
序
論
的
部
分
で
は
、
供
犠
に

関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
、
タ
イ
ラ
ー
、
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
・
ス
ミ
ス
、
フ
レ
ー
ザ
ー

ら
が
俎
上
に
載
せ
ら
れ
、
と
り
わ
け
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
・
ス
ミ
ス
に
対
す
る
批
判
が

展
開
さ
れ
る
。
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
主
著
『
セ
ム
族
の
宗
教
』
の
な

か
で
、
ス
ミ
ス
は
「
原
始
的
」
な
供
犠
の
姿
を
ト
ー
テ
ミ
ス
ム
に
重
ね
合
わ
せ
、

人
間
と
ト
ー
テ
ム
動
物
と
神
と
の
血
縁
関
係＝

同
体
性
を
前
提
に
、
ト
ー
テ
ム
動

物
の
共
食
（com

m
union

）
が
、
神
と
人
間
と
の
紐
帯
を
強
化
さ
せ
る
と
説
い
た
。

彼
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
を
供
犠
の
起
源
に
据
え
、
そ
こ
か
ら
贖
罪
の
供
犠
（sac-

rifice
expiatoire

）
を
初
め
と
す
る
多
様
な
形
態
の
供
犠
を
派
生
さ
せ
よ
う
と
し

た
の
で
あ
っ
た
。
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
は
、
供
犠
の
最
も
「
原
始
的
」
な
形
態
に

そ
の
本
質
を
求
め
よ
う
と
す
る
ス
ミ
ス
の
起
源
論
を
批
判
し
、
ヴ
ェ
ー
ダ
文
献
と

ユ
ベ
ー
ル
・
モ
ー
ス
「
供
犠
の
本
質
と
機
能
に
関
す
る
試
論
」
の
生
成
―
―
社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
学
思
想
Ⅰ
―
―

六
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旧
約
聖
書
を
中
心
と
し
た
テ
ク
ス
ト
読
解
か
ら
、
供
犠
の
共
時
的
な
本
質
的
機
制

を
探
る
と
い
う
戦
略
を
採
用
す
る
。
基
本
的
に
ス
ミ
ス
を
踏
襲
し
て
い
る
と
さ
れ

る
フ
レ
ー
ザ
ー
に
関
し
て
は
、「
農
耕
的
供
犠
（sacrifice

agraire

）」
と
「
神
の
供

犠
（sacrifice

du
dieu

）」
へ
の
彼
の
着
目
が
言
及
さ
れ
る
。

「
Ⅰ
供
犠
体
系
の
定
義
と
統
一
性
」
で
は
、
供
犠
は
、
上
位
概
念
と
し
て
の
「
聖

化
（consécration
）」
―
―
人
間
や
客
体
を
宗
教
的
な
領
域
へ
と
移
行
さ
せ
る
作
用

―
―
の
も
と
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
聖
化
の
諸
他
の
形
態
―
―
血
盟
（alliance

par

sang

）
や
奉
納
（offrande

）
―
―
か
ら
供
犠
を
弁
別
す
る
「
外
的
な
定
義
」
が
検

討
さ
れ
る
。
そ
の
過
程
で
、
供
犠
を
構
成
す
る
三
つ
の
モ
メ
ン
ト
、
�
供
犠
に
よ

る
利
益
な
い
し
は
効
果
を
受
け
取
る
主
体
と
し
て
の
「
供
犠
祭
主
（sacrifiant

）」、

�
供
犠
の
効
果
が
付
与
さ
れ
る
対
象
と
し
て
の
「
供
犠
の
客
体
（objet

du
sac-

rifice

）」、
�
供
犠
祭
主
あ
る
い
は
供
犠
の
客
体
と
神
と
の
間
の
媒
介
と
な
る
「
破

壊
さ
れ
た
客
体
（objetdétruit

）」
と
し
て
の
「
い
け
に
え
（victim

e

）」、
が
措
定

さ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
以
下
の
定
義
が
下
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

供�

犠�

と�

は�

、�

宗�

教�

的�

な�

行�

為�

で�

あ�

り�

、�

そ�

れ�

は�

、�

い�

け�

に�

え�

の�

聖�

化�

に�

よ�

っ�

て�

、�

こ�

れ�

を�

実�

施�

す�

る�

道�

徳�

的�

人�

格�

の�

状�

態�

、�

も�

し�

く�

は�

こ�

の�

人�

格�

が�

関�

心�

を�

寄�

せ�

る�

あ�

る�

種�

の�

客�

体�

の�

状�

態�

を�

変�

化�

さ�

せ�

る�

（Le
sacrifice

est
un

acte
religieux

qui,
par

la
consécration

d’une
victim

e,
m
odifie

l’état

de
la
personne

m
orale

qui
l’accom

plit
ou
de
certains

objets
auxquels

elle
s’intéresse.

）﹇41/205

﹈。

こ
の
定
義
に
付
随
し
て
、
主
に
供
犠
祭
主
の
変
化
を
目
的
と
す
る
の
か
、
あ
る

い
は
彼
が
関
心
を
寄
せ
る
客
体
の
変
化
を
目
的
と
す
る
の
か
に
応
じ
て
、「
人
格
的

供
犠
（sacrifice
personnel

）」
と
「
客
体
的
供
犠
（sacrifice

objectif

）」
と
が

区
別
さ
れ
﹇41/206

﹈、
さ
ら
に
ヴ
ェ
ー
ダ
の
テ
ク
ス
ト
を
典
拠
と
し
て
、
強
制
的

か
つ
定
期
的
（obligatoire

etpériodique

）
な
供
犠
と
、
随
意
的
（facultatif

）

で
臨
時
の
（occasionnel

）
供
犠
と
の
二
種
が
大
別
さ
れ
る
﹇42,n.1/207,n.32

﹈。

そ
の
上
で
、
供
犠
全
体
の
構
成
と
し
て
は
、
贖
罪
（expiation

）
―
―
罪
を
償
う

と
い
う
本
来
的
な
意
味
を
越
え
て
、
不
浄
な
特
質
を
除
去
す
る
と
い
う
広
義
に
用

い
ら
れ
る
―
―
と
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
（
共
食
）
が
、
二
種
類
の
「
還
元
不
可
能
な
」

基
本
的
形
式
と
し
て
取
り
出
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
ら
は
、
供
犠
の
類
型

を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
供
犠
の
構
成
要
素
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、

す
べ
て
の
現
実
の
供
犠
に
は
、
こ
れ
ら
二
種
類
の
要
素
が
大
な
り
小
な
り
含
ま
れ

て
い
る
、
と
さ
れ
る
。
供
犠
の
本
質
は
、
こ
れ
ら
の
要
素
を
包
含
す
る
「
同
一
の

機
制
（m

écanism
e

）」
に
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
供
犠
の
統
一
性
を
形
作
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
と
な
ら
ん
で
贖
罪
を
供
犠
の
基
本
的

要
素
と
し
て
指
摘
し
た
点
に
、
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
に
よ
る
ス
ミ
ス
批
判
の
眼
目

が
あ
っ
た
。

「
Ⅱ
供
犠
の
図
式
」
で
は
、
供
犠
に
共
通
す
る
「
同
一
の
機
制
」
が
、
時
間
的
経

過
と
空
間
的
移
行
の
図
式
と
し
て
提
示
さ
れ
る
。
そ
れ
は
以
下
の
三
つ
の
局
面
を

辿
る
。
�
供
犠
が
な
さ
れ
る
場
へ
の
入
場
。
そ
れ
は
、
多
様
な
禁
忌
に
よ
る
日
常

生
活
か
ら
の
分
離
で
あ
る
と
同
時
に
、
一
種
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
供

犠
祭
主
、
供
犠
執
行
者
（
祭
司
）、
場
所
や
道
具
の
聖
化
を
も
た
ら
す
。
�
い
け
に

え
に
「
宗
教
的
力
」
が
集
中
さ
れ
、
こ
う
し
て
聖
化
さ
れ
た
い
け
に
え
が
殺
害
な

い
し
は
破
壊
さ
れ
る
。
い
け
に
え
の
破
壊
に
伴
っ
て
解
放
さ
れ
た
宗
教
的
力
は
、

一
方
で
は
神
々
に
「
分
与
（attribuer

）」
さ
れ
、
他
方
で
は
供
犠
祭
主
や
彼
が
関

心
を
寄
せ
る
客
体
へ
と
伝
達
さ
れ
る
。
そ
の
手
段
と
し
て
は
血
液
の
散
布
や
塗
油

社
会
文
化
論
集
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な
ど
の
「
物
質
的
な
接
触
」
が
用
い
ら
れ
る
が
、
最
も
完
全
な
手
段
は
、
宗
教
的

力
が
付
与
さ
れ
た
客
体
を
そ
の
ま
ま
体
内
に
取
り
込
む
「
食
物
上
の
コ
ミ
ュ
ニ
オ

ン
（com

m
union

alim
entaire

）」（
共
食
）
で
あ
る
と
さ
れ
る
﹇83/249

﹈。
�
供

犠
の
場
か
ら
の
退
場
、
す
な
わ
ち
日
常
生
活
へ
の
復
帰
。
そ
の
具
体
的
な
手
段
と

し
て
は
、
入
場
の
際
と
同
様
の
手
続
き
が
用
い
ら
れ
る
。

供
犠
の
共
通
の
図
式
は
、
こ
の
よ
う
な
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
記
述
さ
れ
る

の
で
あ
る
が
、
こ
の
図
式＝
機
制
は
、
種
々
の
状
況
に
応
じ
て
そ
の
力
点
を
変
え
、

多
様
な
形
態
を
と
る
こ
と
に
な
る
。
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
は
、
そ
こ
に
、
現
実
の

「
供
犠
の
多
様
性
」
を
見
出
す
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
「
Ⅲ
こ
の
図
式
は
供
犠
の
一
般
的
機
能
に
従
っ
て
い
か
に
変
化
す
る

か
」
で
は
、
供
犠
の
一
般
的
な
機
能
と
し
て
、
聖
な
る
特
質
の
付
与
と
除
去
と
が

取
り
上
げ
ら
れ
る
。
供
犠
祭
主
の
当
初
の
状
態
が
宗
教
的
に
中
立
で
あ
る
場
合
に

は
、
供
犠
の
機
能
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
に
代
表
さ
れ
る
手
段
に
よ
っ
て
、
聖
な
る

特
質
を
供
犠
祭
主
に
付
与
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
神
聖
化
（sacralisation

）

の
供
犠
」
と
呼
ば
れ
る
。
他
方
で
、
あ
ら
か
じ
め
供
犠
祭
主
が
聖
な
る
状
態
―
―

大
半
の
場
合
は
不
浄
な
状（
１０
）
態
―
―
に
あ
る
場
合
に
は
、
供
犠
は
贖
罪
的
な
機
能
―

―
聖
な
る
特
質
の
除
去
―
―
を
果
た
す
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
脱
神
聖
化
（désac-

ralisation

）
の
供
犠
」
と
呼
ば
れ
、
そ
こ
で
は
供
犠
祭
主
の
不
浄
な
性
質
は
、
い
け

に
え
に
転
化
さ
れ
て
除
去
さ
れ
る
。「
神
聖
化
の
供
犠
」
と
「
脱
神
聖
化
の
供
犠
」

の
相
違
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
い
け
に
え
に
蓄
積
さ
れ
る
聖
性
が
浄
で
あ
る
の
か

不
浄
で
あ
る
の
か
、
さ
ら
に
は
そ
れ
が
供
犠
祭
主
に
付
与
さ
れ
る
の
か
そ
れ
と
も

除
去
さ
れ
る
の
か
の
相
違
に
帰
着
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
両
者
は

表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
表
面
上
は
多
様
な

形
態
を
と
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
供
犠
の
基
本
的
図
式
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
Ⅳ
こ
の
図
式
は
供
犠
の
特
殊
的
機
能
に
従
っ
て
い
か
に
変
化
す
る
か
」
で
は
、

人
格
的
供
犠
と
客
体
的
供
犠
と
の
相
違
が
注
目
さ
れ
る
。
前
者
に
見
ら
れ
る
多
様

な
機
能
―
―
恩
恵
（grâce

）
や
幸
福
の
獲
得
等
―
―
は
、
供
犠
祭
主
へ
の
「
生
命

付
与
的
効
力
（vertu

vivifiante

）」﹇102/269

﹈
と
し
て
説
明
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し

て
後
者
に
あ
っ
て
は
、
客
体
に
付
与
す
べ
く
、
い
け
に
え
の
な
か
に
「
霊

（l’esprit

）
を
創
造
す
る
」﹇103/27 （
１１
）

1

﹈
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
霊＝

宗
教
的

力
に
よ
っ
て
多
様
な
機
能
―
―
た
と
え
ば
建
築
や
祈
願
の
成
就
―
―
が
果
た
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
人
格
的
供
犠
と
客
体
的
供
犠
の
両
者
が
複
雑
に
絡
み
合

う
現
実
の
供
犠
の
典
型
例
と
し
て
、
穀
霊
の
死
と
再
生
を
め
ぐ
る
「
農
耕
的
供
犠
」

が
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
い
く
。
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
農
耕
的

供
犠
」
か
ら
発
展
し
た
供
犠
の
最
高
形
態
が
、
神
が
い
け
に
え
に
さ
れ
る
「
神
の

供
犠
」
な
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
承
け
て
「
Ⅴ
神
の
供
犠
」
で
は
、
シ
ル
ヴ
ァ
ン
・

レ
ヴ
ィ
も
援
用
し
つ
つ
、
供
犠
か
ら
人
格
的
な
神
観
念
が
生
起
す
る
過
程
が
詳
述

さ
れ
、
そ
れ
が
さ
ら
に
、
神
の
自
己
犠
牲
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
的
神
観
念
へ
と
結

び
付
い
て
い
く
道
程
が
示
唆
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
Ⅵ
結
論
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
が
総
括
さ
れ
、
供
犠
の
統
一
性
と
多
様
性

が
改
め
て
強
調
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
、
供
犠
の
統
一
性
を
形
作
る
機
制
が
、「
聖�

な�

る�

世�

界�

と�

俗�

な�

る�

世�

界�

と�

の�

間�

の�

交�

流�

を�

、�

い�

け�

に�

え�

、�

す�

な�

わ�

ち�

儀�

式�

の�

途�

中�

で�

破�

壊�

さ�

れ�

た�

事�

物�

の�

媒�

介�

に�

よ�

っ�

て�

、�

確�

立�

す�

る�

（établir
une

com
m
unica-

tion
entre

le
m
onde

sacré
et
le
m
onde

profane
par

l’interm
édiaire

d’une

victim
e
c’est-à-dire

d’une
chose

détruite
au
cours

de
la
cérém

onie

）」﹇133/

302 （
１２
）﹈

も
の
と
し
て
再
提
示
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
供
犠
の
機
制
の
背
後
に
「
真
の
実

在
」
と
し
て
の
社
会
の
存
在
が
示
唆
さ
れ
、「
集
合
的
力
（forces

collectives

）」

ユ
ベ
ー
ル
・
モ
ー
ス
「
供
犠
の
本
質
と
機
能
に
関
す
る
試
論
」
の
生
成
―
―
社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
学
思
想
Ⅰ
―
―

六
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の
涵
養
と
い
う
、「
供
犠
の
社
会
的
機
能
」
が
提
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
私
自
身
の
消
化
不
足
の
せ
い
も
あ
っ
て
、
抽
象
的
で
分
か
り
に
く
い
ま

と
め
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
と
く
に
マ
ン
ハ
ル
ト
や
フ
レ
ー
ザ
ー

に
よ
る
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
の
議
論
を
ふ
ま
え
た
「
Ⅳ
」
と
「
Ⅴ
」
に
関
し
て
そ
の
感

が
深
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
あ
と
の
議
論
の
理
解
に
必
要
な
最
底
限
の
内
容

は
確
保
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

二

「
供
犠
論
」
の
特
色

―
―
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
よ
る
宗
教
研
究
と
の
関
連
で
―
―

さ
て
、
以
上
の
概
観
を
前
提
と
し
つ
つ
、
い
く
つ
か
の
論
点
を
掘
り
下
げ
て
み

た
い
。
一
〇
〇
頁
そ
こ
そ
こ
の
ス
ペ
ー
ス
に
広
範
な
内
容
が
凝
縮
さ
れ
た
こ
の
論

文
に
は
、
そ
も
そ
も
供
犠
に
関
わ
る
宗
教
学
的
議
論
か
ら
、
古
代
イ
ン
ド
や
旧
約

聖
書
の
文
献
学
的
議
論
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
の
問
題
に
い
た
る
ま
で
、

き
わ
め
て
多
岐
に
わ
た
る
問
題
群
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
な
か
で

も
、
と
り
わ
け
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
よ
る
宗
教
研
究
と
の
接
点
な
い
し
は
断
絶
面
を

示
唆
す
る
三
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
モ
ー
ス
と
ユ
ベ
ー
ル
に
よ
る
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
・
ス
ミ
ス
批
判
は
、
も
っ

ぱ
ら
供
犠
の
最
も
「
原
始
的
」
な
祖
型
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
か
ら
そ
の
後
の

展
開
を
跡
づ
け
る
と
い
う
、
起
源
論
的
方
法
の
不
確
実
性
に
対
す
る
異
議
申
し
立

て
で
あ
っ
た
。
ス
ミ
ス
が
前
提
と
す
る
ト
ー
テ
ミ
ス
ム
の
普
遍
性
は
退
け
ら
れ
、

年
代
的
な
古
さ
の
指
標
の
一
つ
と
さ
れ
る
「
単
純
さ
」
に
も
懐
疑
の
目
が
向
け
ら

れ
る
。
さ
ら
に
、
民
族
誌
の
記
述
も
、
他
者
（
民
族
誌
家
）
に
よ
る
観
察
の
主
観

性
の
故
に
二
次
的
な
重
要
性
し
か
付
与
さ
れ
な（
１３
）

い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
儀
礼
執
行
の

当
事
者
た
る
祭
司
が
直
接
作
成
し
た
典
礼
書
（rituels

）
―
―
ヴ
ェ
ー
ダ
文
献
や
旧

約
聖
書
に
含
ま
れ
る
―
―
は
、
十
分
信
頼
に
足
る
資
料
と
み
な
さ
れ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
が
研
究
す
る
で
あ
ろ
う
限
定
さ
れ
た
完
全
な
典
礼

書
に
お
い
て
、
所
与
の
総
体
、
す
な
わ
ち
観
察
に
課
せ
ら
れ
る
儀
礼
の
自
然

的
体
系
を
手
に
入
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
て
テ
ク
ス
ト
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ

る
こ
と
で
、
わ
れ
わ
れ
は
脱
落
や
恣
意
的
な
分
類
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ

と
が
よ
り
少
な
く
な
る
の
で
あ
る
﹇35/199

﹈。

事
実
、
分
析
の
途
上
で
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
は
、
し
ば
し
ば
こ
れ
ら
典
礼
書
に

見
ら
れ
る
概
念
や
分
類
を
受
け
入
れ
、
あ
る
い
は
当
事
者
で
あ
る
祭
司
た
ち
の
意

識
を
引
き
合
い
に
出
す
。
た
と
え
ば
「
供
犠
祭
主
」
や
「
入
場
」
と
「
退
場
」
と

い
っ
た
概
念
、
定
期
的
供
犠
と
臨
時
的
供
犠
と
の
区
別
は
い
ず
れ
も
、
ヴ
ェ
ー
ダ

文
献
の
記
述
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
し
、
ま
た
供
犠
の
統
一
性
と
多
様
性
と
の
自

覚
は
、
ヴ
ェ
ー
ダ
文
献
に
も
旧
約
聖
書
に
も
等
し
く
見
出
さ
れ
る
と
い
う
。
も
っ

と
も
、
基
本
的
に
は
共
時
的
で
あ
る
は
ず
の
彼
ら
の
視
点
か
ら
、
な
ぜ
古
代
の
文

献
が
選
択
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
は
、
必
ず
し
も
判
明
で
は
な（
１４
）
い
。

「
供
犠
論
」
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
起
源
論
批
判
は
、
た
と
え
ば
同
じ
『
社
会
学

年
報
』
第
二
巻
に
掲
載
さ
れ
た
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
「
序
文
」
に
見
ら
れ
る
発
生
論

的
方
法
―
―
特
定
の
社
会
制
度
の
理
解
の
た
め
に
は
そ
の
「
原
始
的
」
な
形
態
に

遡
及
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
際
「
原
始
的
」
な
宗
教
の
研
究
が
重
要
と
な
る
―
―

と
は
、
相
容
れ
な
い
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
民
族
誌
を
軽
視
し
古
典
文
献
を
重

視
す
る
態
度
も
、
お
そ
ら
く
は
当
時
の
モ
ー
ス
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
研
究
に

由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
後
の
彼
の
人
類
学
志
向
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
き

社
会
文
化
論
集

第
五
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わ
め
て
興
味
深
い
。
さ
ら
に
当
事
者
の
視
点
に
信
頼
を
置
く
姿
勢
は
、
社
会
的
事

実
の
客
観
性
を
強
調
し
、
し
た
が
っ
て
当
事
者
の
主
観
的
な
意
識
を
徹
底
的
に
排

除
す
る
と
こ
ろ
に
成
り
立
っ
て
い
た
『
社
会
学
的
方
法
の
規
準
』
以
来
の
デ
ュ
ル

ケ
ー
ム
の
そ
れ
と
は
か
な
り
隔
た
っ
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な（
１５
）
い
。

次
に
、
こ
の
よ
う
な
方
法
論
上
の
問
題
と
も
関
連
し
て
、
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス

に
よ
る
供
犠
の
総
体
的
か
つ
動
態
的
な
理
解
と
い
う
点
を
強
調
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。
起
源
論
的
な
視
点
を
退
け
た
上
で
彼
ら
が
採
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

供
犠
の
構
成
要
素
を
抽
出
し
、
さ
ら
に
そ
の
時
間
的
・
空
間
的
な
布
置
を
一
定
の

図
式＝

機
制
と
し
て
定
式
化
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
単
な
る
い

け
に
え
の
殺
害
や
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
あ
る
い
は
奉
納
と
い
っ
た
、
特
徴
的
な
単
一
の

行
為
に
供
犠
を
限
定
す
る
の
で
は
な
く
、
い
く
つ
か
の
要
素
が
絡
み
合
っ
て
構
成

さ
れ
た
、
時
間
的
か
つ
空
間
的
な
拡
が
り
を
も
つ
一
つ
の
総
体
と
し
て
と
ら
え
よ

う
と
し
て
い
る
点
に
、
特
色
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
分
析
の
過

程
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
供
犠
祭
主
・
供
犠
の
客
体
・
い
け
に
え
・
供
犠
執
行
者
・

場
所
・
道
具
・
入
場
・
退
場
、
さ
ら
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
・
贖
罪
な
い
し
は
神
聖

化
・
脱
神
聖
化
等
々
、
こ
れ
ら
多
様
な
用
語
で
表
わ
さ
れ
る
要
素
・
モ
メ
ン
ト
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
属
す
る
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
明
確
に
整
理
し
切
れ
て
い
な
い
憾
み
は
残

る
。
け
れ
ど
も
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
は
、
こ
れ
ら
多
様
な
要
素
の
組
み
合
わ
せ
と

し
て
供
犠
を
と
ら
え
る
こ
と
で
、
そ
の
現
実
の
多
様
性
を
す
く
い
取
り
な
が
ら
、

同
時
に
そ
の
共
時
的
な
本
質
―
―
い
け
に
え
を
媒
介
と
し
て
聖
な
る
世
界
と
俗
な

る
世
界
と
の
間
に
交
流
を
確
立
す
る
―
―
を
描
き
出
し
得
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か

も
、
聖
俗
を
間
接
的
に
結
び
付
け
る
媒
介
と
し
て
の
い
け
に
え
と
い
う
概
念
―
―

「
媒
介
の
お
か
げ
で
、
対
峙
す
る
二
つ
の
世
界
は
、
お
互
い
に
異
な
っ
た
ま
ま
で
あ

り
な
が
ら
浸
透
し
あ
う
こ
と
が
で
き
る
」﹇135/304

﹈
―
―
を
導
入
す
る
こ
と
に

よ
り
、
聖
俗
の
転
換
を
も
視
野
に
収
め
た
き
わ
め
て
動
態
的
な
説
明
が
可
能
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
は
、
供
犠
の
構
造
を
い
わ
ば
形
式

的
に
抽
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
・
ス
ミ
ス
の
議
論
―
―
ト
ー
テ

ミ
ス
ム
と
い
う
限
定
さ
れ
た
枠
組
み
の
な
か
で
、
し
か
も
神
と
人
間
と
い
け
に
え

の
同
体
性
を
前
提
と
す
る
―
―
よ
り
も
、
は
る
か
に
柔
軟
で
普
遍
的
な
、
供
犠
の

説
明
に
成
功
し
た
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
「
供
犠
論
」
の
総
体
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、『
社
会
学
年
報
』
の
ア

ナ
リ
ー
ズ
の
項
目
立
て
に
見
ら
れ
る
「
宗
教
体
系
」
の
概（
１６
）

念
、
さ
ら
に
は
宗
教
を
本

質
的
諸
要
素
の
体
系
と
と
ら
え
る
『
宗
教
生
活
の
基
本
形
態
』
に
お
け
る
デ
ュ
ル

ケ
ー
ム
の
視（
１７
）
点
に
も
連
な
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
他
方
の
動
態

的
な
供
犠
理
解
は
、
同
じ
く
供
犠
解
釈
が
大
き
な
位
置
を
占
め
る
『
宗
教
生
活
』

に
お
い
て
は
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
は
踏
襲
さ
れ
な
か
っ
た
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
供

犠
理
解
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
「
神
と
の
合
一
（com

m
union

）」、
し
た
が
っ
て
彼

の
見
る
と
こ
ろ
で
は
「
社
会
と
の
合
一
」
と
い
う
、
無
媒
介
的
・
直
接
的
な
一
体

化
に
収
斂
す
る
静
態
的
な
視
点
に
終
始
す
る
の
で
あ（
１８
）
る
。

最
後
に
、「
供
犠
論
」
に
お
け
る
「
社
会
」
の
位
置
付
け
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
。

実
は
、「
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
著
作
に
お
い
て
、
供
犠
の
本
質
と
社
会
的
機
能
と
を
規

定
し
よ
う
と
試
み
た
」﹇29/193

﹈
と
い
う
一
文
が
冒
頭
に
置
か
れ
て
い
る
も
の
の
、

「
供
犠
論
」
で
は
供
犠
の
社
会
的
機
能
も
社
会
そ
れ
自
体
も
、
主
題
と
し
て
は
ほ
と

ん
ど
扱
わ
れ
て
い
な
い
。「
Ⅵ
結
論
」
の
後
半
に
お
い
て
、
い
さ
さ
か
唐
突
に
供
犠

と
社
会
と
の
関
係
が
取
り
上
げ
ら
れ
、「
供
犠
の
社
会
的
機
能
」
に
言
及
さ
れ
る
だ

け
で
あ
る
。
供
犠
に
関
し
て
、
ず
っ
と
宗
教
的
な
意
味
の
レ
ベ
ル
で
濃
密
な
議
論

が
展
開
さ
れ
て
き
た
後
で
は
、
取
っ
て
付
け
た
よ
う
な
印
象
は
拭
え
な
い
。「
社
会

学
」
の
語
も
、
末
尾
の
段
落
で
一
箇
所
用
い
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。『
社
会
学

ユ
ベ
ー
ル
・
モ
ー
ス
「
供
犠
の
本
質
と
機
能
に
関
す
る
試
論
」
の
生
成
―
―
社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
学
思
想
Ⅰ
―
―
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年
報
』
第
二
巻
の
「
序
文
」
で
も
「
定
義
」
論
文
で
も
、
宗
教
現
象
の
社
会
的
性

格
が
し
き
り
に
強
調
さ
れ
て
い
た
の
に
比
べ
る
と
、
こ
れ
は
か
な
り
奇
異
に
映
る
。

そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
後
で
考
え
る
こ
と
に
し
て
、
と
り
あ
え
ず
こ
の
結
論
部
分

に
見
ら
れ
る
「
社
会
」
の
位
置
付
け
を
一
瞥
し
て
お
き
た
い
。

そ
こ
で
は
、「
お
そ
ら
く
真
の
実
在
が
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
実
在
に
、

そ
の
全
体
に
お
け
る
供
犠
の
制
度
を
結
び
つ
け
る
こ
と
は
可
能
な
の
で
あ
る
」﹇136/

305f.

﹈
と
述
べ
ら
れ
て
、
供
犠
制
度
が
単
な
る
幻
想
の
所
産
で
は
な
い
こ
と
を
保

証
す
る
実
在
と
し
て
、
社
会
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
場
合
の
社

会
と
は
ど
の
よ
う
な
性
格
を
も
つ
も
の
な
の
か
。
少
し
長
く
な
る
が
引
用
を
続
け

る
。

宗
教
的
観
念
は
、
そ
れ
ら
が
信
じ
ら
れ
て
い
る
が
故
に
存
在
す
る
。
そ
れ
ら

の
観
念
は
、
社
会
的
事
実
と
し
て
客
観
的
に
現
存
し
て
い
る
。
供
犠
が
そ
れ

と
の
関
連
に
お
い
て
機
能
す
る
と
こ
ろ
の
聖
な
る
事
物（
１９
）
は
社
会
的
事
物
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
だ
け
で
供
犠
を
説
明
す
る
に
は
十
分
で
あ
る
。
供
犠

が
よ
く
確
立
さ
れ
る
た
め
に
は
、
二
つ
の
条
件
が
必
要
で
あ
る
。
第
一
に
、

供
犠
祭
主
の
外
部
に
、
彼
を
自
分
自
身
か
ら
抜
け
出
さ
せ
る
と
こ
ろ
の
、
ま

た
彼
が
い
け
に
え
を
捧
げ
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
事
物
が
存
在
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
次
い
で
、
彼
が
こ
れ
ら
の
事
物
と
の
関
係
に
入
る
こ
と
が
で

き
、
彼
が
必
要
と
し
て
い
た
力
と
保
障
と
を
そ
こ
に
見
出
し
、
彼
が
そ
の
儀

礼
に
期
待
す
る
利
得
を
そ
れ
ら
の
事
物
と
の
接
触
か
ら
引
き
出
す
こ
と
が
で

き
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
事
物
は
彼
の
近
く
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と

こ
ろ
で
、
こ
の
緊
密
な
浸
透
と
分
離
、
内
在
（im

m
anence

）
と
超
越
（tran-

scendance

）
と
い
う
特
質
は
、
最
高
度
に
弁
別
的
な
、
社
会
的
事
物
の
特
質

で
あ
る
。
こ
の
と
き
以
来
、
供
犠
の
機
能
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
う
る

の
か
は
、
信
者
自
身
が
そ
れ
を
説
明
す
る
と
こ
ろ
の
象
徴
を
考
慮
に
入
れ
ず

と
も
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
つ
の
社
会
的
機
能
で
あ
る
、
と
い

う
の
も
、
供
犠
は
社
会
的
事
物
と
関
連
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
﹇136f./306

﹈。

い
さ
さ
か
表
現
が
持
っ
て
回
っ
て
い
て
、
意
味
を
汲
み
取
り
に
く
い
が
、
宗
教

的
観
念
が
社
会
的
事
実
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
供
犠
の
対
象
と
な
る
聖
な
る
事
物

が
「
内
在
と
超
越
」
と
い
う
性
格
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
は
こ
の

「
内
在
と
超
越
」
が
、
社
会
的
事
物
の
「
最
高
度
に
弁
別
的
な
特
質
」
で
も
あ
る
こ

と
、
が
読
み
取
れ
る
。
こ
こ
で
は
暗
に
、
社
会
的
な
る
も
の
と
聖
な
る
も
の
と
が

同
一
視
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
供
犠
が
「
社
会
的
機
能
」
を
果
た
す
も
の
で
あ
る

か
ら
こ
そ
、
そ
れ
は
信
者
の
意
識
と
は
独
立
し
て
、
い
わ
ば
客
観
的
に
存
在
意
義

を
も
つ
と
さ
れ
る
の
で
あ（
２０
）

る
。
そ
れ
で
は
供
犠
の
「
社
会
的
機
能
」
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

な
る
ほ
ど
、
社
会
は
、
供
犠
の
素
材
と
な
る
事
物
を
必
要
と
は
し
な
い
。
そ

こ
で
は
、
観
念
の
世
界
に
お
い
て
す
べ
て
が
推
移
す
る
の
で
あ
り
、
問
題
と

な
る
の
は
心
的
か
つ
道
徳
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
あ
ら
ゆ

る
供
犠
に
含
ま
れ
る
献
身
の
行
為
は
、
個
別
的
諸
意
識
に
集
合
的
諸
力
の
存

在
を
た
び
た
び
想
起
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
さ
に
そ
れ
ら
の
力
の
観
念

的
な
現
存
（existence

idéale

）
を
維
持
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
一
般
的
な
贖

罪
と
浄
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
、
集
団
の
神
聖
化
、
都
市
の
守
護
霊
の
創
造
は
、

そ
の
神
々
に
よ
っ
て
表
象
さ
れ
る
集
合
体
に
対
し
て
、
善
、
強
さ
、
厳
粛
、

恐
怖
と
い
っ
た
特
質
（ce

caractère
bon,fort,grave,terrible

）
を
定
期

社
会
文
化
論
集

第
五
号

二
〇
〇
九
年
三
月
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九



的
に
与
え
、
あ
る
い
は
更
新
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
特
質
こ
そ
は
、
あ
ら

ゆ
る
社
会
的
人
格
の
本
質
的
諸
特
性
の
一
つ
な
の
で
あ
る
。
―
―
他
方
で
諸

個
人
は
、
こ
の
同
じ
行
為
に
、
彼
ら
の
利
点
を
見
出
す
。
…
…
こ
う
し
て
供

犠
の
社
会
的
機
能
は
、
集
合
体
に
対
す
る
の
と
同
様
、
諸
個
人
に
対
し
て
も

果
た
さ
れ
る
の
で
あ
る
﹇137/306f.

﹈。

こ
の
箇
所
も
文
意
が
明
確
と
は
必
ず
し
も
い
い
が
た
い
が
、
先
の
引
用
に
見
ら

れ
た
社
会
と
聖
（
神
）
と
の
同
一
視
を
補
助
線
に
引
く
こ
と
で
、
あ
る
程
度
理
解

可
能
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
神
が
象
徴
す
る
社
会
は
「
観
念
の
世
界
」
あ
る

い
は
「
心
的
か
つ
道
徳
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
供

犠
に
お
け
る
「
献
身
の
行
為
」
は
、
そ
の
よ
う
な
「
集
合
的
力
」
を
個
人
の
意
識

に
想
起
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
の
現
存
を
維
持
し
、
更
新
す
る
。
ま
た
供
犠

の
種
々
の
手
続
き
は
、
一
方
で
は
善
、
他
方
で
は
厳
粛
と
い
っ
た
「
社
会
的
人
格
」

の
本
質
的
な
特
質
を
定
期
的
に
よ
み
が
え
ら
せ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
社
会

の
活
性
化
と
そ
れ
に
伴
う
個
人
の
活
性
化
こ
そ
が
「
供
犠
の
社
会
的
機
能
」
で
あ

る
、
と
い
っ
た
含
意
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
こ
で
と
く
に
注
目
す
べ
き
は
、
社
会
が
、
内
在
と
超
越
、
あ
る
い
は
善
と
厳

粛
と
い
っ
た
、
相
反
す
る
性
格
に
お
い
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
点
だ
ろ
う
。
た
と

え
ば
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
「
定
義
」
論
文
で
は
、
社
会
は
個
人
に
対
し
て
何
よ
り
も

ま
ず
強
制
的
か
つ
外
在
的
な
存
在
と
し
て
描
き
出
さ
れ
て
い
た
。
宗
教
も
ま
た
、

強
制
的
な
信
念
と
強
制
的
な
実
践
と
の
結
合
と
し
て
規
定
さ
れ
、
そ
の
意
味
に
お

い
て
す
ぐ
れ
て
社
会
的
な
性
格
を
も
つ
も
の
と
さ
れ
て
い（
２１
）
た
。
し
か
し
、「
供
犠
論
」

で
は
、
そ
の
よ
う
な
社
会
の
強
制
的
・
超
越
的
な
性
格
と
同
時
に
、
社
会
が
個
人

に
内
在
し
あ
る
い
は
彼
に
と
っ
て
善
き
存
在
、
望
ま
し
い
存
在
で
も
あ
る
と
い
う

観
点
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

す
で
に
拙
著
に
お
い
て
詳
説
し
た
よ
う
に
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
自
身
の
社
会
観
が
、

一
九
〇
一
年
頃
を
境
目
に
、
こ
の
よ
う
な
両
義
的
な
視
点
へ
と
移
行
し
て
い
く
の

で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
同
じ
巻
に
掲
載
さ
れ
た
「
供
犠
論
」
と
デ
ュ
ル
ケ
ー

ム
の
「
定
義
」
論
文
と
の
社
会
観
の
落
差
は
明
白
で
あ
り
、
決
定
的
と
さ
え
い
え

（
２２
）
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ま
た
拙
著
に
お
い
て
詳
細
に
検
討
し
た
よ
う
に
、『
社
会
学
年
報
』

第
二
巻
の
「
序
文
」
で
は
、『
社
会
学
年
報
』
に
お
け
る
宗
教
社
会
学
の
重
視
が
、

発
生
論
的
方
法
に
基
づ
く
「
原
始
宗
教
」
研
究
の
重
要
性
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
、

宗
教
は
「
原
始
的
な
事
実
」
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
制
度
の
母
胎
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い（
２３
）
た
の
だ
が
、「
供
犠
論
」
で
は
、
結
論
部
分
の
最
後
の
段
落
で
、
契

約
や
刑
罰
な
ど
い
く
つ
か
の
社
会
制
度
が
供
犠
に
結
び
付
け
ら
れ
る
と
い
う
、
き

わ
め
て
簡
単
な
記
述
が
見
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。

共
同
作
業
に
よ
っ
て
社
会
学
と
い
う
新
た
な
学
問
を
確
立
す
る
は
ず
の
社
会
学

年
報
学
派
に
お
い
て
、
さ
ら
に
は
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
と
モ
ー
ス
の
「
隠
さ
れ
た
共
同

作
業
」
の
典
型
例
で
あ
る
は
ず
の
「
供
犠
論
」
を
め
ぐ
っ
て
、
方
法
論
的
に
も
、

ま
た
社
会
観
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
乖
離
が
存
在
す
る
事
態
は
、
ど
の
よ
う
に

理
解
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
事
情
が
隠
さ
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
次
節
で
は
、
書
簡
や
一
次
資
料
を
参
照
し
な
が
ら
「
供
犠
論
」
の

生
成
過
程
を
辿
る
な
か
で
、
こ
の
問
題
を
考
え
て
み
た
い
。

三

「
供
犠
論
」
の
生
成
―
―
そ
の
共
同
作
業
を
め
ぐ
っ
て
―
―

１
事
実
の
経
過

ま
ず
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
、
モ
ー
ス
、
ユ
ベ
ー
ル
の
三
人
が
置
か
れ
た
当
時
の

状
況
を
確
認
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
よ（
２４
）

う
。
一
八
五
八
年
生
ま
れ
の
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム

ユ
ベ
ー
ル
・
モ
ー
ス
「
供
犠
の
本
質
と
機
能
に
関
す
る
試
論
」
の
生
成
―
―
社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
学
思
想
Ⅰ
―
―
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は
、
一
八
九
六
年
に
ボ
ル
ド
ー
大
学
文
学
部
社
会
科
学
講
座
の
教
授
に
昇
任
し
、

そ
の
翌
年
に
『
自
殺
論
』
を
刊
行
し
た
後
、『
社
会
学
年
報
』
の
編
集
に
没
頭
す
る
。

『
社
会
学
年
報
』
第
一
巻
は
一
八
九
八
年
に
刊
行
さ
れ
る
が
、
そ
の
準
備
は
す
で
に

前
年
の
初
頭
に
は
始
ま
っ
て
い
た
。
彼
は
一
九
〇
二
年
に
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
に
移
る
ま

で
、
ボ
ル
ド
ー
に
と
ど
ま
り
続
け
る
。
一
八
七
二
年
生
ま
れ
の
モ
ー
ス
は
、
ボ
ル

ド
ー
大
学
を
卒
業
後
、
一
八
九
五
年
に
高
等
研
究
院
（É

cole
pratique

des
hau-

tes
études

）
の
宗
教
学
（Sciences

religieuses

）
部
門
と
歴
史
学
・
文
献
学
部

門
に
登
録
、
こ
こ
で
シ
ル
ヴ
ァ
ン
・
レ
ヴ
ィ
に
師
事
す
る
。
モ
ー
ス
と
同
じ
一
八

七
二
年
生
ま
れ
で
ノ
ル
マ
リ
ア
ン
の
ユ
ベ
ー
ル
も
、
一
八
九
五
年
に
高
等
研
究
院

に
入
り
、
二
人
は
親
し
い
友
人
と
な
る
。
や
が
て
一
九
〇
一
年
、
モ
ー
ス
は
高
等

研
究
院
の
「
非
文
明
民
族
の
宗
教
（R

eligions
des

peuples
non-civilisés

）」
講

座
、
ユ
ベ
ー
ル
も
同
じ
く
高
等
研
究
院
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
原
始
宗
教
（R

eligions

prim
itives

de
l’E

urope

）」
講
座
の
講
師
に
そ
れ
ぞ
れ
就
任
す
る
こ
と
に
な
る
。

モ
ー
ス
は
『
社
会
学
年
報
』
創
刊
時
か
ら
ア
ナ
リ
ー
ズ
の
宗
教
社
会
学
セ
ク
シ
ョ

ン
の
編
集
を
ま
か
さ
れ
、
ユ
ベ
ー
ル
も
モ
ー
ス
と
共
に
こ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
担
当

す
る
。
ま
た
、
モ
ー
ス
は
一
八
九
七
年
一
二
月
か
ら
翌
年
の
七
月
に
か
け
て
、「
宗

教
学
（la

science
des

religions

）
の
現
状
を
研
究
す
る
た
め
」
に
、
ラ
イ
デ
ン
、

ロ
ン
ド
ン
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
留
学
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
ボ
ル
ド
ー
の
デ
ュ

ル
ケ
ー
ム
は
パ
リ
の
二
人
と
―
―
モ
ー
ス
の
留
学
中
に
も
―
―
ひ
ん
ぱ
ん
に
郵
便

で
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
膨
大
な
書
簡
の
一
部
が
、
註
（
１
）
で

取
り
上
げ
た
書
簡
集
の
な
か
で
公
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ（
２５
）
る
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
書
簡
で
は
一
八
九
七
年
一
二
月
頃
か
ら
、「
供
犠
論
」
に
つ
い

て
の
話
題
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
る
。
た
と
え
ば
一
二
月
六
日
の
ユ
ベ
ー
ル
宛
の

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
書
簡
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

私
は
、
あ
な
た
た
ち
に
語
っ
た
こ
の
考
え
、
す
な
わ
ち
宗
教
的
事
実
が
諸
他

の
も
の
の
源
泉
で
あ
り
、
前
者
が
後
者
を
内
包
し
た
状
態
で
含
ん
で
い
る
と

い
う
こ
の
考
え
を
、
来
年
、『
社
会
学
年
報
』
に
お
い
て
強
調
し
よ
う
と
思
っ

て
い
る
。
…
…
も
し
も
あ
な
た
た
ち
が
、
供
犠
に
関
し
て
企
て
ら
れ
た
研
究

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
私
は
同
時
に
、
宗
教
の
外
的
な
定
義
…
…

に
関
す
る
論
文
を
載
せ
る
だ
ろ（
２６
）
う
。

発
生
論
的
観
点
を
前
提
に
、「
供
犠
論
」
と
「
定
義
」
論
文
と
を
な
ら
ん
で
掲
載

し
よ
う
と
す
る
意
図
は
、
こ
の
時
点
か
ら
す
で
に
明
白
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
翌
年

六
月
頃
か
ら
は
、
論
文
の
具
体
的
な
プ
ラ
ン
が
モ
ー
ス
か
ら
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
送

ら
れ
、
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
か
な
り
詳
細
な
議
論
が
長
文
の
書
簡
の
や
り
と
り
の
な

か
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
自
身
、
幾
度
も
供
犠
研
究
の
重
要
性
を

力
説
し
、「
供
犠
論
」
の
生
成
に
積
極
的
に
参
入
す
る
の
で
あ
る
。
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー

ス
の
間
で
は
、
書
簡
の
や
り
と
り
と
何
度
か
の
合
宿
を
重
ね
、
一
八
九
八
年
八
月

か
ら
実
質
的
な
執
筆
が
始
ま
る
。
モ
ー
ス
の
プ
ラ
ン
は
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
し
ば

し
ば
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
か
ら
も
「
詰
め
込
み
す
ぎ
（touffu

）」
だ
と
評
さ
れ
て
い
た

―
―
プ
ラ
ン
の
み
な
ら
ず
、
実
際
の
執
筆
に
際
し
て
も
、
叔
父
は
よ
く
甥
の
「
言

語
偏
重
（verbalism

e

）」
を
た
し
な
め
て
い
た
―
―
が
、
こ
れ
に
対
し
て
ユ
ベ
ー

ル
は
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
意
を
汲
み
、
限
定
さ
れ
た
着
実
な
作
品
を
志
向
し
て
い
た
。

二
人
の
合
議
に
よ
る
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
、
最
終
的
に
は
「
Ⅴ
神
の
供
犠
」
を
ユ

ベ
ー
ル
が
、
そ
れ
以
外
を
モ
ー
ス
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
と
く
に
モ
ー

ス
の
執
筆
は
遅
れ
に
遅
れ
、
一
二
月
八
日
に
設
け
ら
れ
た
最
終
の
締
め
切
り
も
守

ら
れ
な
か
っ
た
。
原
稿
の
完
成
は
結
局
、
翌
年
二
月
ま
で
ず
れ
込
み
、
こ
の
間
デ
ュ

ル
ケ
ー
ム
は
、
執
筆
の
手
伝
い
の
た
め
に
一
〇
月
と
一
一
月
の
二
度
、
パ
リ
に
赴

社
会
文
化
論
集

第
五
号
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か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
最
悪
の
場
合
に
は
「
供
犠
論
」
を
シ
ュ
タ
イ
ン
メ
ッ
ツ

の
論
文
の
翻
訳
と
差
し
替
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
さ
え
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
考
え
て
い

た
。
す
で
に
『
社
会
学
年
報
』
第
一
巻
の
作
業
の
と
き
か
ら
モ
ー
ス
の
原
稿
は
遅

れ
が
ち
で
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
甥
の
「
遅
滞
と
沈
黙
」
に
い
ら
だ
た
さ
れ
て
い
た
。

一
八
九
八
年
一
二
月
か
ら
翌
年
一
月
に
か
け
て
の
モ
ー
ス
宛
の
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の

書
簡
に
は
、
度
重
な
る
遅
滞
と
沈
黙
に
耐
え
か
ね
た
彼
の
い
ら
だ
ち
が
痛
々
し
い

ほ
ど
溢
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
に
対
し
、

一
貫
し
て
彼
ら
の
自
主
性
を
尊
重
し
よ
う
と
努
め
て
い
た
。
も
っ
と
も
一
方
で
、

供
犠
の
定（
２７
）
義
か
ら
論
文
の
表（
２８
）
題
や
頁（
２９
）

数
、
校（
３０
）

正
に
至
る
ま
で
事
細
か
に
指
示
す
る
デ
ュ

ル
ケ
ー
ム
の
姿
に
は
、
あ
る
種
の
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

校
正
も
含
む
す
べ
て
の
作
業
が
終
了
し
た
一
八
九
九
年
三
月
に
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー

ム
は
モ
ー
ス
に
宛
て
て
次
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。「
一
年
前
、
私
は
一
八
九
八

年
の
年
報
に
か
か
り
っ
き
り
だ
っ
た
。
そ
し
て
八
ヶ
月
前
か
ら
は
、
お
前
た
ち
の

仕
事
が
私
の
関
心
事
に
お
い
て
第
一
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
心
配
の
種
が

別
に
移
っ
た
時
期
だ
っ
た
。
…
…
私
は
、
お
前
た
ち
の
論
文
の
た
め
に
で
き
る
か

ぎ
り
の
こ
と
は
す
べ
て
や
っ
た
。
終
わ
り
の
時
だ
」﹇LM

204

﹈。

２
理
論
の
彫
琢

「
供
犠
論
」
の
そ
も
そ
も
の
出
発
点
が
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
・
ス

ミ
ス
の
『
セ
ム
族
の
宗
教
』
を
読
ん
で
供
犠
に
関
心
を
抱（
３１
）
き
、
こ
れ
を
、
彼
が
宗
教

社
会
学
の
専
門
家
に
仕
立
て
上
げ
よ
う
と
し
て
い
た
モ
ー
ス
に
研
究
さ
せ
た
と
こ

ろ
に
あ
っ
た
の
は
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、
す
で
に

一
八
九
七
年
六
月
の
モ
ー
ス
宛
書
簡
の
な
か
で
、『
社
会
学
年
報
』
の
ア
ナ
リ
ー
ズ

に
お
け
る
宗
教
社
会
学
セ
ク
シ
ョ
ン
の
構
成
の
試
案
と
し
て
供
犠
の
項
目
を
指
示

し
て
い
る
﹇LM

69

﹈
―
―
実
際
の
項
目
と
し
て
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
―
―
し
、

さ
ら
に
一
八
九
八
年
六
月
の
ユ
ベ
ー
ル
宛
書
簡
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
私
は
こ
こ
何
ヶ
月
も
供
犠
の
こ
の
問
題
を
か
な
り
熟
考
し
て
き
た
。
私
が
分
析
し

た
書
物
（les

livres

）
が
、
そ
の
機
会
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
の
だ
。
読
み
進
め
ば

進
む
ほ
ど
、
私
は
そ
れ
が
習
俗
と
観
念
の
進
化
に
お
け
る
枢
要
な
役
割
を
果
た
し

て
き
た
根
本
的
な
概
念
で
あ
る
と
納
得
す
る
よ
う
に
な
っ（
３２
）
た
」。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が

分
析
し
た
書
物
の
筆
頭
に
、
ス
ミ
ス
の
『
セ
ム
族
の
宗
教
』
が
位
置
し
て
い
た
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
し
か
も
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
関
心
は
、
こ
の
引
用
文
か

ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
先
に
も
触
れ
た
発
生
論
的
な
方
向
に
向
け
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。

モ
ー
ス
自
身
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
彼
が
一
九
三
〇
年
に
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・

フ
ラ
ン
ス
の
教
授
に
推
さ
れ
た
際
の
自
筆
の
覚
書
の
な
か
で
は
、
当
初
宗
教
研
究

（la
connaissance

des
faits

religieux

）
に
向
か
っ
た
の
は
、
彼
自
身
の
「
哲
学

的
嗜
好
」
と
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
指
示
―
―
一
八
九
四
年
か
ら
一
八
九
五
年
に
か
け

て
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
ボ
ル
ド
ー
大
学
で
初
め
て
宗
教
を
主
題
と
し
た
講
義
を
行
っ

た
の
も
、
直
接
に
は
モ
ー
ス
の
た
め
だ
っ
た
と
い（
３３
）
う
―
―
に
基
づ
い
て
い
た
、
と

さ
れ
る
。
そ
の
上
で
「
彼
﹇
ユ
ベ
ー
ル
﹈
は
、
キ
リ
ス
ト
教
神
話
の
セ
ム
的
起
源

の
探
求
と
い
う
目
的
で
、
神
の
供
犠
を
説
明
し
た
い
と
考
え
て
い
た
。
私
は
と
い

え
ば
、
供
犠
の
儀
礼
上
の
唱
句
が
本
当
に
そ
れ
ほ
ど
密
接
に
神
話
に
依
存
し
て
い

て
、
そ
こ
か
ら
口
誦
儀
礼
が
派
生
し
て
き
た
の
か
ど
う
か
を
知
り
た
い
と
考
え
て

い（
３４
）
た
」、
と
述
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

も
と
も
と
古
代
キ
リ
ス
ト
教
史
と
オ
リ
エ
ン
ト
研
究
を
専
門
と
し
て
い
た
ユ
ベ
ー

ル
も
ま
た
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
出
征
す
る
際
の
「
知
的
遺
言
」
と
も
い
う
べ
き

文
書
の
な
か
で
、「
シ
リ
ア
の
女
神
崇
拝
―
―
そ
こ
で
は
神
の
供
犠
、
儀
礼
と
神
話

ユ
ベ
ー
ル
・
モ
ー
ス
「
供
犠
の
本
質
と
機
能
に
関
す
る
試
論
」
の
生
成
―
―
社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
学
思
想
Ⅰ
―
―
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が
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
る
―
―
に
関
す
る
研
究
に
よ
っ
て
、
私
は
供
犠
の
特

殊
な
問
題
に
導
か
れ（
３５
）
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
モ
ー
ス
の
場
合
は
、
の
ち
の
未
完
の
博

士
論
文
『
祈
�
論
』
の
口
誦
儀
礼
研
究
へ
と
連
な
る
モ
チ
ー
フ
、
ユ
ベ
ー
ル
の
場

合
も
、
み
ず
か
ら
の
オ
リ
エ
ン
ト
研
究
に
お
け
る
「
神
の
供
犠
」
へ
の
関
心
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
供
犠
研
究
の
底
流
を
な
し
て
い
た
、
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

も
こ
れ
ら
の
回
顧
的
文
章
の
な
か
で
、
モ
ー
ス
は
ユ
ベ
ー
ル
の
こ
と
を
「
仕
事
上

の
私
の
双
子
」
と
呼
び
、
ユ
ベ
ー
ル
も
ま
た
「
モ
ー
ス
に
対
す
る
深
い
友
情
」
に

つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
両
者
の
間
の
「
深
い
友
情
」
は
、
ユ
ベ
ー
ル
が
一
九
二
七

年
に
没
す
る
ま
で
変
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ（
３６
）

る
。

こ
う
し
て
、
三
者
三
様
の
モ
チ
ー
フ
に
導
か
れ
な
が
ら
、
供
犠
研
究
の
共
同
作

業
は
開
始
さ
れ
る
。
三
者
の
間
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
は
ず
の
議
論
は
、
も
っ
ぱ
ら

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
書
い
た
手
紙
か
ら
断
片
的
に
再
構
成
す
る
し
か
な
い
。
直
接
交

わ
さ
れ
た
会
話
は
も
と
よ
り
、
モ
ー
ス
や
ユ
ベ
ー
ル
が
書
い
た
手
紙
も
ほ
と
ん
ど

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
隔
靴
掻
痒
の
感
も
あ
る
。
そ
れ
で
も
、「
困
難

で
混
沌
と
し
た
」
議
論
の
な
か
か
ら
、
重
要
と
思
わ
れ
る
い
く
つ
か
の
ト
ピ
ッ
ク

ス
を
取
り
上
げ
て
、「
供
犠
論
」
へ
と
結
実
す
る
理
論
的
彫
琢
の
一
端
に
迫
っ
て
み

た
い
。

ま
ず
一
八
九
七
年
一
二
月
の
段
階
で
、
論
文
は
、
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
・
ス
ミ
ス
の

理
論
を
検
討
す
る
一
般
的
な
部
分
と
、
モ
ー
ス
と
ユ
ベ
ー
ル
が
そ
れ
ぞ
れ
展
開
す

る
特
殊
な
部
分
と
の
三
部
構
成
を
取
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
﹇LM

90

﹈。
ま
た
、

ス
ミ
ス
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
一
元
論
を
批
判
し
て
、
供
犠
が
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
と

贖
罪
と
の
二
つ
の
要
素
か
ら
な
る
こ
と
の
共
通
理
解
も
、
お
そ
ら
く
ユ
ベ
ー
ル
と

モ
ー
ス
の
発
案
に
な
る
も
の
で
、
か
な
り
早
い
段
階
で
確
立
さ
れ
て
い
た
。
た
と

え
ば
一
八
九
七
年
一
二
月
二
二
日
の
モ
ー
ス
宛
書
簡
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
と
贖

罪
は
、「
生
命
の
維
持
と
そ
の
定
期
的
な
更
新
」
を
機
能
と
す
る
「
聖
化
」
の
、
二

つ
の
局
面
で
あ
る
と
す
る
彼
ら
の
主
張
に
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
同
意
を
示
し
て
い

る
﹇LM
97

﹈。
た
だ
、
彼
は
こ
の
共
通
理
解
か
ら
、
贖
罪
が
い
か
に
し
て
こ
の
よ

う
な
生
命
維
持
の
機
能
を
果
た
し
う
る
の
か
と
い
う
疑
問
を
投
げ
か
け
る
。
彼
に

よ
れ
ば
、「
生
命
が
更
新
さ
れ
る
の
は
神
と
の
合
一
（com

m
union

）
の
形
態
の
も

と
で
、
ま
た
こ
の
形
態
の
み
に
よ
っ
て
」﹇ibid.

﹈
な
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
贖

罪
に
も
生
命
維
持
機
能
を
結
び
付
け
る
こ
と
は
結
果
的
に
、
贖
罪
を
コ
ミ
ュ
ニ
オ

ン
に
還
元
す
る
ス
ミ
ス
の
議
論
へ
の
後
退
と
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
批
判

で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
や
が
て
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
自
身
、
贖
罪
は
有
害
な

も
の
を
除
去
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
消
極
的
に
生
命
の
維
持
に
貢
献
す
る
と
い
う
解

決
案
を
導
き
出
す
﹇LM

145

﹈
の
だ
が
、
し
か
し
供
犠
に
お
け
る
生
命
の
更
新
が

「
神
と
の
合
一
」
に
よ
っ
て
の
み
実
現
さ
れ
る
と
い
う
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
視
点
は
、

小
論
の
「
二
『
供
犠
論
』
の
特
色
」
で
触
れ
た
よ
う
に
、
彼
の
後
の
静
態
的
な
供

犠
理
解
を
先
取
り
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
、
供
犠
の
生
命
維
持
機
能
―
―
公
刊
さ
れ
た
「
供
犠
論
」
で
は
「
生
命
付

与
的
効
力
（vertu

vivifiante

）」﹇102/269

﹈
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
た
―

―
に
関
し
て
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
さ
ら
に
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
る
。

﹇
供
犠
の
﹈
真
の
目
的
は
、
生
命
を
維
持
す
る
こ
と
な
ど
に
あ
る
。
し
か
し
供

犠
は
な
ぜ
、
集
団
が
集
ま
っ
た
饗
宴
に
お
い
て
行
わ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
維

持
す
る
こ
と
が
問
題
と
な
る
の
は
、
集
団
の
生
命
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
集

会
（réunion

）
そ
の
も
の
は
、
集
団
に
自
分
自
身
に
つ
い
て
の
感
情
を
手
に

入
れ
さ
せ
、
よ
り
よ
い
健
康
な
状
態
で
、
よ
り
強
く
感
じ
さ
せ
る
。
神
秘
的

な
幻
想
は
、
こ
う
し
て
物
質
に
お
い
て
根
拠
づ
け
ら
れ
る
。
儀
礼
は
、
も
し

社
会
文
化
論
集
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も
そ
の
定
式
し
か
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
虚
構
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
は
現
実

に
効
力
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
一
八
九
八
年
六
月
一
五
日
モ
ー
ス
宛
書

簡
）﹇LM

145

﹈。

こ
の
よ
う
に
、
供
犠
に
代
表
さ
れ
る
儀
礼
が
集
合
的
に
執
り
行
わ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
社
会
の
活
性
化
を
も
た
ら
す
と
い
う
議
論
は
、
お
そ
ら
く
デ
ュ
ル
ケ
ー

ム
の
着
想
で
あ
り
、
公
刊
さ
れ
た
「
供
犠
論
」
で
は
、
結
論
部
分
で
展
開
さ
れ
る

「
供
犠
の
社
会
的
機
能
」
の
議
論
に
対
応
す
る
。
さ
ら
に
そ
れ
は
、『
宗
教
生
活
』

に
お
け
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
基
本
的
な
宗
教
理
解
に
ま
で
連
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
宗
教
理
解
が
こ
れ
以
前
の
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
、
た
と
え
ば
『
分

業
論
』
や
『
自
殺
論
』
に
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
前
掲
拙
著
に
お
い

て
繰
り
返
し
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

六
月
一
五
日
の
同
じ
書
簡
で
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
供
犠
が
多
様
な
形
に
変
形

さ
れ
る
事
実
に
着
目
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
と
贖
罪
と
が
表
裏
一
体
で
あ
る
こ
と

を
強
調
す
る
。
や
が
て
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
贖
罪
の
概
念
を
、
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
に
対

立
す
る
失
聖
（excécration

）
の
概
念
へ
と
さ
ら
に
展
開
さ
せ
て
い
く
（
一
八
九
八

年
八
月
一
一
日
モ
ー
ス
宛
書
簡
）﹇LM

172

﹈
の
だ
が
、
こ
れ
は
、
公
刊
さ
れ
た

「
供
犠
論
」
で
は
「
神
聖
化
」
と
「
脱
神
聖
化
」
と
し
て
定
式
化
さ
れ
る
概
念
に
ほ

か
な
ら
な
い
。

以
上
、「
供
犠
論
」
生
成
の
「
困
難
で
混
沌
と
し
た
」
プ
ロ
セ
ス
の
ほ
ん
の
一
部

に
触
れ
る
も
の
で
し
か
な
い
が
、
書
簡
の
内
容
を
見
る
か
ぎ
り
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム

自
身
も
、
供
犠
と
い
う
宗
教
現
象
そ
の
も
の
の
「
謎
解
き
」
を
め
ぐ
っ
て
議
論
に

熱
中
し
、
こ
れ
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
な
節
さ
え
あ
る
。
こ
う
し
て
「
供
犠
論
」

は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
始
点
―
―
ス
ミ
ス
に
触
発
さ
れ
て
、
供
犠
研
究
に
モ
ー
ス

と
ユ
ベ
ー
ル
を
導
い
た
と
い
う
意
味
で
―
―
と
な
り
、
モ
ー
ス
、
ユ
ベ
ー
ル
が
事

例
を
蒐
集
し
な
が
ら
構
想
を
練
り
上
げ
、
さ
ら
に
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
こ
れ
に
介
入

し
て
部
分
的
な
修
正
を
施
す
、
ま
さ
に
三
者
の
共
同
作
業
に
よ
っ
て
成
立
し
た
論

文
と
い
え
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、
た
び
た
び
三
人
が
一
致
す
べ
き
こ
と
を
強
調

し
つ
つ
―
―
「
私
は
、
わ
れ
わ
れ
が
す
ぐ
に
完
全
な
一
致
（com

m
union

）
に
達

す
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
。
そ
の
と
き
に
は
、
真
の
共
同
作
業
が
行
わ
れ
る
こ

と
だ
ろ
う
」﹇LM

175

﹈
―
―
、
一
方
で
は
、
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
の
自
主
性
を
尊

重
す
る
発
言
も
繰
り
返
し
て
い
る
―
―
「
構
成
の
細
部
に
い
た
る
ま
で
私
に
従
う

こ
と
は
不
要
で
あ
る
。
…
…
各
人
は
自
律
性
を
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」﹇LM

161

﹈
―
―
。
も
と
よ
り
こ
の
共
同
作
業
が
、
形
の
上
で
は
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
で
進
め
ら
れ
た
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な
い
が
、
し
か
し
内
容
的
に
は
、

三
者
の
関
係
は
そ
う
単
純
に
と
ら
え
き
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

３
社
会
の
問
題

さ
て
、
多
様
な
議
論
が
交
錯
す
る
な
か
で
、
一
八
九
八
年
七
月
の
モ
ー
ス
宛
書

簡
に
は
、
そ
の
直
前
に
モ
ー
ス
が
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
宛
て
た
執
筆
プ
ラ
ン
が
、
そ

の
ま
ま
添
付
さ
れ
て
送
り
返
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
貴
重
な
記
録
か
ら
は
、
実
際
の

論
文
執
筆
に
取
り
か
か
る
直
前
の
、
モ
ー
ス
と
ユ
ベ
ー
ル
の
共
同
作
業
に
よ
る
最

終
的
な
プ
ラ
ン
を
直
接
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
に
は
細
か
な
項
目
ま
で
逐
一

記
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
説
明
も
部
分
的
に
挿
入
さ
れ
た
か
な
り
長
文
の
書
簡
で
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
な
か
か
ら
主
要
な
項
目
だ
け
を
抽
出
し
て
、
こ
の
時
点
で

二
人
が
構
想
し
た
論
文
の
構
成
を
再
現
し
て
み
た
い
。

ユ
ベ
ー
ル
・
モ
ー
ス
「
供
犠
の
本
質
と
機
能
に
関
す
る
試
論
」
の
生
成
―
―
社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
学
思
想
Ⅰ
―
―
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問
題
の
歴
史
と
批
判

供
犠
の
定
義

贖
罪
の
供
犠
と
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
的
供
犠
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
問
題

供�

犠�

の�

諸�

契�

機�

、
供
犠
へ
の
入
場
、
宗
教
的
諸
特
質
の
集
中
、
い
け
に
え
の

殺
害
、
流�

血�

の�

供�

犠�

の�

説�

明�

、
供�

犠�

か�

ら�

の�

退�

場�

１
供
犠
祭
主
の
観
点
か
ら
す
る
供
犠
の
諸
効
果

Ａ
個
人
的
な
贖
罪
の
供
犠
の
説
明

Ｂ
供
犠
祭
主
の
人
格
に
対
す
る
供
犠
の
一
般
的
な
効
果
に
つ
い
て

ａ
供
犠
祭
主
の
聖
化

ｂ
供
犠
祭
主
の
再
生

ｃ
現
世
の
生
命
と
来
世
の
生
命
に
対
す
る
供
犠
の
諸
効
果

２
宗
教
的
共
同
体
に
対
す
る
諸
効
果

３
神
々
に
対
す
る
諸
効
果
…
…
（
ユ
ベ
ー
ル
が
こ
の
問
題
を
も
っ
と
特
別
に

扱
う
だ
ろ
う
）

４
自
然
に
対
す
る
諸
効
果

�
供
犠
の
周
期
性
の
説
明

�
農
耕
的
儀
礼
の
説
明

ａ
自
然
に
直
接
作
用
す
る
供
犠

ｂ
自
然
の
霊
を
創
造
す
る
供
犠

ｃ
こ
の
霊
に
向
け
ら
れ
る
供
犠

供�

犠�

の�

心�

理�

学�

的�

か�

つ�

社�

会�

的�

諸�

条�

件�

Ａ
あ
ら
ゆ
る
供
犠
の
根
底
に
あ
る
表�

象�

の
理
論
の
心
理
学
的
分
析

Ｂ
転�

移�

の�

理�

論�

供
犠
の
必
然
性
に
つ
い
て
。
供
犠
の
機
能
に
つ
い
て

社
会
学
的
か
つ
道�

徳�

的�

な
結
論
﹇LM

157-159

﹈

項
目
の
配
列
は
、
公
刊
さ
れ
た
「
供
犠
論
」
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
お（
３７
）り、

表

現
に
も
相
違
は
見
ら
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
内
容
の
骨
子
と
し
て
は
、
後
半
に
あ

る
「
供
犠
の
心
理
学
的
か
つ
社
会
的
諸
条
件
」
の
項
目
を
除
け
ば
、
重
な
り
合
う

部
分
が
多
い
よ
う
に
見
え
る
。
た
だ
、
最
後
の
「
社
会
学
的
か
つ
道
徳
的
な
結
論
」

に
関
し
て
は
、
そ
の
内
容
は
実
際
の
「
供
犠
論
」
の
結
論
と
は
か
な
り
異
な
っ
て

い
る
。
い
さ
さ
か
長
く
な
る
が
、
こ
の
部
分
は
モ
ー
ス
に
よ
る
全
文
を
以
下
に
引

用
す
る
。社

会
学
的
か
つ
道�

徳�

的�

な
結
論
。
供
犠
に
お
け
る
個
人
と
社
会
と
の
関
係
。

聖
な
る
事
物
、
社
会
的
意
識
の
創
造
。
個
人
に
と
っ
て
、
社
会
に
と
っ
て
、

自
然
に
と
っ
て
の
、
重
大
な
状
況
に
接
近
し
た
個
人
と
社
会
と
の
欲
求
に
つ

い
て
。
個
人
と
社
会
の
内
的
生
活
の
中
心
的
体
系
に
つ
い
て
。
供
犠
と
祈
�

と
の
関
係
。
こ
の
探
求
は
い
か
に
し
て
、
社
会
的
か
つ
宗
教
的
な
生
活
の
本

質
的
諸
要
因
の
一
つ
を
発
見
す
る
よ
う
に
わ
れ
わ
れ
を
導
く
の
か
。
宗
教
的

行
為
は
、
個
人
を
集
合
体
の
中
心
に
置
く
こ
と
を
目
標
と
し
て
お
り
、
あ
る

い
は
も
し
も
彼
が
集
合
体
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
の
な
ら
ば
、
彼
を
集
合
体

に
接
近
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
こ
の
欲
求
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会

生
活
と
個
人
生
活
の
う
ち
で
い
か
に
根
本
的
で
あ
る
こ
と
か
。
キ
リ
ス
ト
教
、

仏
教
、
哲
学
者
た
ち
、
実
証
主
義
者
た
ち
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
た
が
ま
ま
の

供
犠
に
つ
い
て
。
祖
国
へ
の
供
犠
。

し
か
し
平
衡
の
絶
対
的
な
必
要
性
、
供
犠
は
一
つ
の
契
機
に
す
ぎ
な
い
は

ず
で
あ
る
。
入
口
が
あ
る
な
ら
ば
出
口
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
出
口
な
し
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に
は
個
人
な
い
し
は
社
会
は
致
命
的
な
神
秘
主
義
に
堕
し
て
し
ま
う
。
供
犠

は
一
つ
の
通
路
、
一
つ
の
契
機
、
個
人
の
社
会
生
活
の
鎖
の
一
つ
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
社
会
生
活
の
全
体
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
社
会
生
活

を
吸
収
し
た
り
、
虚
無
化
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
な
れ
ば
、
供
犠

の
社
会
的
、
か
つ
道
徳
的
な
機
能
に
反
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

私
は
と
り
わ
け
、
私
が
多
く
の
注
意
を
払
い
、
か
つ
わ
れ
わ
れ
が
大
変
魅

惑
さ
れ
た
最
後
の
二
つ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
を
、
あ
な
た
の
た
め
に
詳
述
し
た
﹇LM

159f.

﹈。

抽
象
的
な
メ
モ
書
き
に
す
ぎ
な
い
プ
ラ
ン
か
ら
、
そ
の
含
意
を
的
確
に
把
握
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
供
犠
に
代
表
さ
れ
る
宗
教
的
行
為
が
、
個
人
を
社
会

に
向
か
わ
せ
る
と
い
う
「
社
会
的
、
か
つ
道
徳
的
な
機
能
」
を
も
ち
、
そ
の
一
方

で
、
社
会
生
活
全
体
が
供
犠
あ
る
い
は
宗
教
に
よ
っ
て
覆
い
尽
く
さ
れ
て
し
ま
っ

て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
あ
た
り
が
そ
の
大
略
で
あ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
、
実

際
に
刊
行
さ
れ
た
「
供
犠
論
」
の
結
論
に
見
ら
れ
た
、「
内
在
と
超
越
」
の
両
義
的

な
社
会
観
、「
集
合
的
力
」
の
涵
養
と
い
う
供
犠
の
社
会
的
機
能
へ
の
着
眼
は
、
ま
っ

た
く
見
あ
た
ら
な
い
。

こ
の
プ
ラ
ン
に
「
大
変
魅
惑
さ
れ
た
」
は
ず
の
ユ
ベ
ー
ル
は
、
刊
行
さ
れ
た
「
供

犠
論
」
に
つ
い
て
、「
私
は
、
結
論
が
十
分
に
社
会
学
的
で
は
な
い
と
思
っ
た
」
と

不
満
を
漏
ら
し
た
と
い
う（
３８
）が、
フ
ル
ニ
エ
は
お
そ
ら
く
こ
の
言
葉
を
ふ
ま
え
、
デ
ュ

ル
ケ
ー
ム
が
モ
ー
ス
の
勇
み
足
を
警
戒
し
て
、
結
論
を
よ
り
穏
健
な
内
容
に
す
る

よ
う
望
ん
だ
結
果
、
プ
ラ
ン
の
結
論
の
内
容
が
大
幅
に
変
更
さ
れ
た
の
だ
、
と
推

測
し
て
い（
３９
）る。

し
か
し
こ
の
推
測
に
は
か
な
り
の
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

先
に
も
確
認
し
た
よ
う
に
、
実
際
の
「
供
犠
論
」
で
は
結
論
の
後
半
部
分
以
外

に
は
社
会
に
関
す
る
言
及
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
モ
ー
ス
が
書
き
送
っ
た
プ
ラ

ン
に
あ
っ
た
「
供
犠
の
心
理
学
的
か
つ
社
会
的
諸
条
件
」
の
部
分
も
、
そ
こ
で
は

ま
っ
た
く
欠
落
し
て
い
る
。
ま
た
、
モ
ー
ス
宛
の
書
簡
で
も
、
議
論
は
供
犠
そ
の

も
の
の
宗
教
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
に
集
中
し
て
い
て
、
社
会
と
の
関
連
は
、

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
よ
う
に
繰
り
返
す
発
生
論
的
観
点
か
、
あ
る
い

は
供
犠
が
社
会
の
活
性
化
を
も
た
ら
す
と
い
う
、
こ
れ
ま
た
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
よ

る
発
見
以
外
に
は
見
あ
た
ら
な
い
。
刊
行
さ
れ
た
「
供
犠
論
」
の
、
マ
ニ
ア
ッ
ク

な
ま
で
に
細
部
に
こ
だ
わ
る
記
述
を
見
て
も
分
か
る
と
お
り
、
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー

ス
は
お
そ
ら
く
、
宗
教
現
象
と
し
て
の
供
犠
そ
の
も
の
の
解
明
に
の
め
り
込
ん
で

い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
モ
ー
ス
に
対
し
て
「
お

前
の
書
評
を
読
む
と
、
お
前
が
語
っ
て
い
る
事
実
と
社
会
的
次
元
と
の
間
の
絆
が
、

常
に
十
分
は
っ
き
り
と
は
見
え
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
私
は
少
し
心
配
だ
」（
一

八
九
八
年
二
月
モ
ー
ス
宛
書
簡
）﹇LM
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﹈
と
苦
言
を
呈
し
た
こ
と
が
あ
る
。
要

す
る
に
、
こ
の
時
期
の
モ
ー
ス
に
は
宗
教
現
象
そ
の
も
の
へ
の
関
心
に
比
べ
る
と

社
会
学
的
な
関
心
は
ま
だ
稀
薄
で
、
そ
れ
で
も
叔
父
の
期
待
に
添
う
べ
く
、
社
会

学
的
な
分
析
の
プ
ラ
ン
を
無
理
矢
理
付
け
加
え
た
の
だ
、
と
は
推
測
で
き
な
い
だ

ろ
う
か
。
先
の
引
用
文
の
最
後
の
フ
レ
ー
ズ
も
、
逆
に
こ
の
こ
と
を
暗
示
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
は
か
な
り
う
が
っ
た
見
方
か
も
し
れ
な
い
が
、
デ
ュ
ル

ケ
ー
ム
の
圧
力
に
よ
っ
て
結
論
部
分
が
社
会
学
的
に
穏
健
な
記
述
に
修
正
さ
れ
た

と
い
う
フ
ル
ニ
エ
の
見
解
よ
り
は
説
得
力
を
も
つ
と
考
え
ら
れ（
４０
）る。

も
っ
と
も
現
実

問
題
と
し
て
は
、
モ
ー
ス
の
原
稿
執
筆
が
遅
れ
て
し
ま
っ
た
結
果
、
そ
も
そ
も
社

会
学
的
な
分
析
を
み
ず
か
ら
展
開
す
る
余
力
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
残
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ユ
ベ
ー
ル
・
モ
ー
ス
「
供
犠
の
本
質
と
機
能
に
関
す
る
試
論
」
の
生
成
―
―
社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
学
思
想
Ⅰ
―
―
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４
「
供
犠
論
」
へ
の
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
直
接
的
関
与

さ
て
、
こ
こ
で
本
題
に
立
ち
返
ろ
う
。『
社
会
学
年
報
』
第
二
巻
に
掲
載
さ
れ
た

「
供
犠
論
」
に
お
け
る
起
源
論
批
判
、
な
ら
び
に
「
内
在
と
超
越
」
を
基
軸
と
す
る

両
義
的
な
社
会
観
が
、
同
時
に
掲
載
さ
れ
た
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
「
序
文
」
と
「
定

義
」
論
文
に
見
ら
れ
る
、
発
生
論
的
観
点
な
ら
び
に
強
圧
的
社
会
観
と
齟
齬
し
て

い
る
の
は
な
ぜ
か
、
ま
た
、「
供
犠
論
」
の
そ
れ
以
前
の
章
で
は
ほ
と
ん
ど
言
及
さ

れ
な
か
っ
た
社
会
と
の
関
連
が
、
結
論
部
分
で
唐
突
に
展
開
さ
れ
て
い
る
の
は
な

ぜ
か
、
と
い
う
の
が
、
そ
も
そ
も
の
疑
問
点
で
あ
っ
た
。
密
接
に
関
連
し
た
こ
れ

ら
二
つ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
ひ
と
つ
の
仮
説
を
提
示
し
て
み
た
い
。

た
び
た
び
触
れ
た
よ
う
に
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
・
ス
ミ
ス
の
『
セ

ム
族
の
宗
教
』
か
ら
「
啓
示
」
を
受
け
た
―
―
彼
自
身
の
証
言
に
よ
れ
ば
一
八
九

五
年
に
―
―
こ
と
が
、
す
べ
て
の
発
端
で
あ
ろ
う
。
そ
の
「
啓
示
」
の
具
体
的
な

内
容
は
分
か
っ
て
い
な
い
が
、
少
な
く
と
も
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
、
ス
ミ
ス
の
議
論

か
ら
、
発
生
論
的
観
点
に
基
づ
く
供
犠
研
究
の
重
要
性
の
認
識
に
導
か
れ
た
こ
と

は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
供
犠
研
究
を
モ
ー
ス
と
ユ
ベ
ー
ル
に
委
ね

な
が
ら
も
、
一
八
九
七
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
自
身
も
「
供
犠
論
」
の
生
成
に
積

極
的
に
荷
担
す
る
過
程
で
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、
供
犠
の
宗
教
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
解
明
に
関
心
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
供
犠
の
生
命
維
持
機
能
を
社
会

に
応
用
す
る
可
能
性
、
い
い
か
え
れ
ば
宗
教
が
社
会
を
活
性
化
す
る
機
能
を
も
つ

と
い
う
発
見
に
導
か
れ
る
。
そ
し
て
そ
こ
で
は
、
個
人
に
内
在
し
、
望
ま
し
い
存

在
と
し
て
社
会
を
と
ら
え
る
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
新
た
な
社
会
観
が
前
提
と
な
っ

て
い
た
。
と
い
う
の
も
、
諸
個
人
の
内
面
と
社
会
と
の
間
に
接
点
が
な
け
れ
ば
、

集
合
的
な
儀
礼
が
社
会
を
活
性
化
す
る
こ
と
は
あ
り
え
ず
、
ま
た
社
会
の
活
性
化

は
当
然
、
所
属
す
る
個
人
の
活
性
化
を
帰
結
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
彼
に

と
っ
て
は
、
従
来
の
強
圧
的
社
会
観
―
―
個
人
を
外
部
か
ら
規
制
す
る
超
越
的
な

社
会
―
―
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
基
づ
く
「
主
知
主
義
的
」
な
宗
教
理
解
―
―
宗
教

は
集
合
意
識
の
超
越
性
を
表
わ
す
非
合
理
的
な
象
徴
体
系
で
あ（
４１
）る―

―
と
は
ま
っ
た

く
異
質
の
発
想
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
宗
教
現
象
そ
れ
自
体
の
意
味
を
問
い
、
そ

の
独
自
の
社
会
活
性
化
の
機
能
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
、
諸
他
の
社
会
制
度
の
説

明
の
た
め
に
「
原
始
的
事
実
」
と
し
て
の
宗
教
に
関
心
を
寄
せ
る
発
生
論
的
発
想

か
ら
の
訣
別
を
も
同
時
に
意
味
し
て
い
た
。

一
方
で
、「
神
の
供
犠
」
と
い
う
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
的
発
想
に
基
づ
く
部
分
の
執
筆

を
ユ
ベ
ー
ル
に
委
ね
た
―
―
あ
る
い
は
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
、
供
犠
の
キ
リ
ス
ト
教

へ
の
展
開
と
い
う
ユ
ベ
ー
ル
の
議
論
を
嫌
っ
て
分
断
さ
せ
た
と
い
う
側
面
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
が
―
―
モ
ー
ス
は
、
供
犠
の
宗
教
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
に
没
頭

し
す
ぎ
た
結
果
、
か
ね
て
か
ら
叔
父
に
指
示
さ
れ
て
き
た
社
会
学
的
な
問
題
設
定

を
議
論
に
盛
り
込
む
こ
と
が
で
き
ず
、
苦
闘
す
る
。
あ
る
い
は
そ
れ
が
、
モ
ー
ス

の
原
稿
執
筆
の
遅
滞
の
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ぎ
り
ぎ
り
ま
で
追
い
こ
ま
れ
た
モ
ー
ス
の
窮
状
を
見
か
ね
て
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム

は
救
い
の
手
を
さ
し
の
べ
る
。
原
稿
の
執
筆
を
直
接
手
助
け
す
る
の
で
あ（
４２
）る。

モ
ー

ス
に
と
っ
て
最
難
関
の
懸
案
で
あ
っ
た
、
供
犠
と
社
会
と
の
関
連
は
、
当
然
、
デ
ュ

ル
ケ
ー
ム
の
手
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
こ
の
時
点
で
の
デ
ュ
ル
ケ
ー

ム
に
は
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
モ
ー
ス
た
ち
と
の
議
論
の
な
か
で
萌
し
て
き
た

新
た
な
宗
教
理
解
、
社
会
観
の
胚
珠
が
宿
っ
て
い
た
。
し
か
し
、「
社
会
的
事
実
を

も
の
の
よ
う
に
考
察
す
る
」
を
テ
ー
ゼ
と
す
る
一
八
九
五
年
の
『
社
会
学
的
方
法

の
規
準
』（
実
際
に
は
論
文
と
し
て
前
年
に
発
表
さ
れ
て
い
た
）
以
来
、
デ
ュ
ル
ケ
ー

ム
の
強
圧
的
社
会
観
は
周
知
の
事
実
と
な
っ
て
い
た
。
近
代
社
会
学
の
確
立
を
目

指
す
彼
に
と
っ
て
、
ひ
と
た
び
宣
言
し
た
社
会
観
を
訂
正
す
る
の
は
容
易
な
こ
と

社
会
文
化
論
集

第
五
号

二
〇
〇
九
年
三
月
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で
は
な
か
っ（
４３
）
た
。
一
八
九
四
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
宗
教
に
関
す
る
講
義
に
基

づ
き
、
み
ず
か
ら
の
名
前
を
冠
し
た
「
定
義
」
論
文
、
ま
た
『
社
会
学
年
報
』
の

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
た
る
「
序（
４４
）

文
」
で
は
、
従
来
か
ら
の
建
前
の
社
会
観
を
覆
す
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
そ
れ
ら
の
文
面
で
は
、
必
然
的
に
発
生
論
的
観
点
と
強
圧
的
社

会
観
が
前
面
に
打
ち
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、
み
ず
か
ら
の

名
前
が
直
接
表
に
出
な
い
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
の
「
供
犠
論
」
の
な
か
に
ひ
っ
そ

り
と
、
い
わ
ば
実
験
的
に
、
こ
の
最
新
の
着
想
を
滑
り
込
ま
せ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
文
体
か
ら
見
る
か
ぎ
り
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
自
身
が
直
接
筆
を
入
れ
た
の

で
は
な
い
ま
で
も
、
モ
ー
ス
に
指
示
し
て
作
文
さ
せ
た
可
能
性
は
き
わ
め
て
高
い
。

も
と
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
直
接
明
示
す
る
証
言
は
、
管
見
の
及
ぶ

か
ぎ
り
見
あ
た
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
仮
説
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
社
会
学

思
想
、
宗
教
理
解
の
展
開
の
大
枠
と
も
一
致
す
る
し
、
刊
行
さ
れ
た
「
供
犠
論
」

の
謎
を
も
解
き
明
か
す
、
か
な
り
妥
当
性
の
あ
る
仮
説
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
。

事
実
、
結
論
部
分
に
唐
突
に
現
わ
れ
る
、
社
会
と
神
と
を
暗
に
一
体
化
す
る
視
点

は
モ
ー
ス
の
も
の
で
は
あ
り
え
な
か
っ（
４５
）
た
。
さ
ら
に
、
あ
れ
ほ
ど
前
面
に
打
ち
出

さ
れ
て
い
た
発
生
論
的
方
法
も
、『
社
会
学
年
報
』
第
二
巻
以
降
は
、
影
を
潜
め
る

こ
と
に
な
る
。
そ
の
退
潮
を
予
感
さ
せ
る
状
況
証
拠
は
、
た
と
え
ば
、
一
八
九
九

年
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
の
モ
ー
ス
宛
の
書
簡
に
見
ら
れ
る
。

お
前
が
指
摘
し
た
序
文
の
な
か
の
フ
レ
ー
ズ
﹇
刑
罰
、
契
約
、
贈
与
、
賛
辞

は
、
贖
罪
の
供
犠
、
契
約
の
供
犠
、
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
の
供
犠
、
顕
彰
の
供
犠

な
ど
の
変
形
で
あ
る
（La

peine,
le

contrat,
le

don,
l’hom

m
age

sont

des
transform

ations
du

sacrifice
expiatoire,contractuel,com

m
uniel,

honoraire,etc.

）﹈
は
、
実
は
、
そ
れ
ほ
ど
明
確
な
重
要
性
を
も
っ
て
い
な
い
。

こ
れ
ら
の
事
実
と
諸
他
の
宗
教
的
事
実
と
の
関
係
を
大
略
感
じ
さ
せ
る
こ
と

が
重
要
な
の
だ
。
そ
の
よ
う
な
も
の
が
、「
変
形
」
の
語
の
意
味
な
の
で
あ
る
。

私
が
供
犠
の
語
を
用
い
る
の
は
、
そ
れ
が
一
般
人
に
最
も
よ
く
知
ら
れ
た
宗

教
的
操
作
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
上
、
供
犠
を
伴
わ
な
い
奉
納
を
含
む
と
い

う
条
件
な
ら
ば
、
私
は
、
大
体
に
お
い
て
十
分
真
実
な
提
案
だ
と
信
じ
て
い

る
﹇LM

208

﹈。

こ
れ
は
、
刊
行
さ
れ
た
『
社
会
学
年
報
』
第
二
巻
の
「
序
文
」
の
な
か
で
デ
ュ

ル
ケ
ー
ム
が
発
生
論
的
方
法
を
説
明
し
た
部
分
に
対
し
て
、
モ
ー
ス
が
寄
せ
た
質

問
に
答
え
た
も
の
だ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
、
歴
史
認
識
の
杜
撰
さ
を
衝
い
た
で
あ
ろ

う
モ
ー
ス
の
質
問
に
対
す
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
お
ざ
な
り
な
回
答
ぶ
り
は
、
少
な

く
と
も
こ
の
時
点
で
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
す
で
に
発
生
論
的
方
法
に
さ
ほ
ど
の

重
き
を
置
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
暗
に
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
私
に
は
思
わ

れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

「
供
犠
論
」
と
い
う
、
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
に
よ
る
古
典
的
な
論
文
の
結
論
部
分

の
一
部
が
、
実
は
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
萌
し
た
宗
教
観
と
社
会
観
の
新
た
な
展
開
の

現
わ
れ
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
の
仮
説
は
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
驚
く
べ
き
も
の
に

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
供
犠
を
め
ぐ
る
三
つ
ど
も
え
の
共

同
作
業
の
「
困
難
で
混
沌
と
し
た
」
過
程
の
ひ
と
つ
の
帰
結
で
あ
っ
た
。
事
実
、

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
こ
れ
以
降
、
発
生
論
的
観
点
を
放
棄
し
、
両
義
的
な
社
会
観
の

も
と
、
儀
礼
の
社
会
活
性
化
機
能
を
さ
ら
に
追
求
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
他
方

で
、
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
に
よ
る
宗
教
現
象
の
総
体
的
な
把
握
と
共
時
的
な
視
点

ユ
ベ
ー
ル
・
モ
ー
ス
「
供
犠
の
本
質
と
機
能
に
関
す
る
試
論
」
の
生
成
―
―
社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
学
思
想
Ⅰ
―
―
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は
、
社
会
学
年
報
学
派
に
よ
る
宗
教
研
究
の
共
有
財
産
と
な
っ
て
い
く
。
た
だ
し
、

「
供
犠
論
」
が
発
表
さ
れ
た
後
、
一
九
〇
〇
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
学
派
の
宗
教

研
究
に
は
論
文
発
表
な
ど
の
表
立
っ
た
動
き
は
見
ら
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
一
つ
に

は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
と
ギ
レ
ン
『
中
央
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
自
然
部
族
』（
一
八
九
九

年
）
が
も
た
ら
し
た
ト
ー
テ
ミ
ス
ム
に
関
す
る
新
知
見
の
吟（
４６
）
味
、
今
一
つ
に
は
、
発

生
論
的
観
点
以
後
の
宗
教
研
究
に
お
け
る
新
た
な
方
途
の
模
索
に
充
て
ら
れ
た
準

備
期
間
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
一
九
〇
二
年
の
『
社
会
学
年
報
』
第
五
巻
に

は
、
前
者
へ
の
反
応
と
し
て
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
「
ト
ー
テ
ミ
ス
ム
に
つ
い
て
」
が

掲
載
さ
れ
、
同
じ
巻
の
ア
ナ
リ
ー
ズ
の
宗
教
社
会
学
セ
ク
シ
ョ
ン
の
序
で
は
、
ユ

ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
が
、
宗
教
研
究
の
新
た
な
枠
組
み
―
―
宗
教
現
象
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

と
し
て
の
表
象
、
実
践
、
社
会
組
織
、
宗
教
体
系
―
―
を
提
示
す
る
。
そ
し
て
こ

の
年
以
降
、
社
会
学
年
報
学
派
に
よ
る
多
彩
な
宗
教
研
究
が
精
力
的
に
展
開
さ
れ

て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ（
４７
）
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
な
ら
ば
、「
供
犠
論
」
が
生
成

す
る
「
困
難
で
混
沌
と
し
た
」
過
程
は
、
形
の
上
で
は
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
の
も
と
に
置
か
れ
て
は
い
た
も
の
の
、
実
質
的
に
は
三
者
の
共
同
作
業

を
契
機
と
し
て
社
会
学
年
報
学
派
の
新
た
な
宗
教
研
究
の
方
向
性
が
切
り
開
か
れ

て
い
く
、
創
造
の
場
と
し
て
機
能
し
た
の
だ
、
と
も
い
え
よ
う
。
そ
し
て
こ
の
こ

と
は
、『
社
会
学
年
報
』
の
あ
り
方
が
、
第
二
巻
以
降
、「
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
指
導

の
も
と
、
あ
え
て
言
え
ば
私
の
後
押
し
も
少
し
は
与
っ
て
」
変
化
し
た
の
だ
、
と

い
う
モ
ー
ス
の
控
え
め
な
証（
４８
）言に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

註（
１
）
ベ
ナ
ー
ル
の
編
集
に
よ
っ
て
公
に
さ
れ
た
代
表
的
な
資
料
と
し
て
は
、H

.

H
ubert,“T

ext
autobiographique”

（1915

）,M
.M

auss,
“L’œ

uvre
de

M
auss

par
lui-m

êm
e”

（1930

）,R
evue

française
de
sociologie

xx-1,

1979.;
É
.D

urkheim
,
“Lettre

d’É
m
ile

D
urkheim

à
H
enri

H
ubert”,

R
evue

française
de
sociologie

xxviii-3,
1987.;

É
.D

urkheim
,
Lettres

à
M
arcel

M
auss,

PU
F,

1998.;
R
.H

ertz
et

A
.
H
ertz,

U
n
ethnologue

dans
les
tranchées

août
1914-avril

1915
:
Lettre

de
R
obert

H
ertz

à

sa
fem
m
e
A
lice,Paris,C

N
R
S
É
ditions,2002

な
ど
が
あ
る
。

（
２
）Philippe

B
esnard,“La

collaboration
entre

D
urkheim

etM
auss”,in

P.B
esnard,É

tudes
durkheim

iennes,Librairie
D
R
O
Z,2003,p.322.

（
３
）ibid.,p.323.

（
４
）「
供
犠
論
」
の
生
成
を
め
ぐ
る
資
料
と
し
て
は
、
註
（
１
）
で
取
り
上
げ
た

も
の
―
―
最
後
の
エ
ル
ツ
夫
妻
の
書
簡
集
を
除
く
―
―
、
と
り
わ
けLettres

à
M
arcelM

auss

（
以
下
、
引
用
略
号
をLM

と
す
る
）
が
中
心
と
な
る
。

さ
ら
にIM

E
C

（l’InstitutM
ém

oires
de

l’É
dition

C
ontem

poraine

）

のFonds
M
auss

に
保
管
さ
れ
て
い
る
モ
ー
ス
関
連
の
一
次
資
料
も
利
用
し

て
い
る
。
な
お
、
後
者
の
一
次
資
料
の
閲
覧
に
関
し
て
は
、
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ

大
学
の
藤
原
団
氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

（
５
）
一
八
九
七
年
の
『
自
殺
論
』
刊
行
以
降
の
こ
の
時
期
に
お
け
る
デ
ュ
ル
ケ
ー

ム
宗
教
学
思
想
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
宗
教
学
思
想

の
研
究
』（
未
来
社
、
二
〇
〇
一
年
）
の
、
と
く
に
第
四
章
「
宗
教
研
究
へ

の
傾
斜
と
新
た
な
展
開
」
な
ら
び
に
補
論
「
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
・
ス
ミ
ス
に
よ

る
『
啓
示
』
を
め
ぐ
っ
て
」
を
参
照
の
こ
と
。
ま
た
社
会
学
年
報
学
派
の
宗

教
学
思
想
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
学
思
想
・
序
説
―
―
『
社
会
学
年
報
』
宗
教
社

会
学
セ
ク
シ
ョ
ン
の
構
成
を
中
心
に
」（『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
四
〇

社
会
文
化
論
集

第
五
号

二
〇
〇
九
年
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（
人
文
社
会
科
学
）、
二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
６
）
た
と
え
ば
、
マ
ル
セ
ル
・
フ
ル
ニ
エ
に
よ
る
一
次
資
料
を
駆
使
し
た
詳
細
な

評
伝
『
マ
ル
セ
ル
・
モ
ー
ス
』（M

arcel
Fournier,

M
arcel

M
ausse,

Fayard,1994

）
で
も
、
ま
た
同
じ
く
フ
ル
ニ
エ
に
よ
る
浩
瀚
で
画
期
的
な

評
伝
『
エ
ミ
ー
ル
・
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
（1858－1917

）』（M
arcelFournier,

É
m
ile
D
urkheim

(1858 －1917)
,Fayard,２００７

）
―
―
著
者
自
身
、
本

書
の
タ
イ
ト
ル
を
『
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
、
モ
ー
ス
と
仲
間
た
ち
』
と
名
付
け
て

も
よ
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
と
社
会
学
年
報
学
派

の
他
の
メ
ン
バ
ー
と
の
交
わ
り
に
も
詳
細
に
言
及
し
て
い
る
―
―
で
も
、
こ

の
間
の
事
実
経
過
は
辿
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
思
想
的
な
展
開
や
意
味

に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

（
７
）
モ
ー
ス
自
身
、
シ
ル
ヴ
ァ
ン
・
レ
ヴ
ィ
の
こ
と
を
「
私
の
第
二
の
叔
父
」
と

呼
び
、
彼
の
講
義
と
主
著
『
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
に
お
け
る
供
犠
の
教
説
』（Syl-

vain
Lévi,La

doctrine
du
sacrifice

dans
les
B
râhm

anas,1898

）
が
、

「
供
犠
論
」
執
筆
に
際
し
て
大
き
な
影
響
を
与
え
た
、
と
述
べ
て
い
る
（M

.

M
auss,“Sylvain

Lévi”,in
M
.M

auss,Œ
uvres

3
:
cohésion

sociale
et

divisions
de
la
sociologie,Les

É
ditions

de
M
inuit,1969,pp.537f.

）。
IM

E
C

のFonds
M
auss

に
は
、
一
八
九
七
年
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
の

日
付
印
と
モ
ー
ス
に
よ
る
書
き
込
み
の
あ
るLa

doctorine
du
sacrifice

dans

les
B
râhm

anas

の
ゲ
ラ
刷
り
（M

A
S43.5

﹇
こ
れ
はIM

E
C

で
の
資
料
整

理
番
号
で
あ
る
﹈）
が
残
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
シ
ル
ヴ
ァ
ン
・
レ
ヴ
ィ

は
、
出
版
前
に
い
ち
は
や
く
彼
の
主
著
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
モ
ー

ス
に
ゲ
ラ
刷
り
を
与
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
８
）
当
時
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
お
け
る
供
犠
を
め
ぐ
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
鋭
利
な

整
理
と
し
て
、
さ
し
あ
た
っ
てR

obert
A
lun

Jones,
“R

obetson
Sm

ith,

D
urkheim

and
Sacrifice

:an
historicalcontext

for
T
he
E
lem
entary

F
orm
s”,Journalfor

the
H
istory

ofthe
B
ehavioralSciences,17,

1981

を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
過
剰
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
化
の
弊
害
の
典
型
例
と

し
て
は
、Ivan

Strenski,“D
urkheim

’s
B
ourgeois

T
heory

of
Sacri-

fice,in
N
.J.A

llen
et

al

（eds.

）,O
n
D
urkheim

’s
E
lem
entary

F
orm
s

ofR
eligious

Life,
R
outledge,1998

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ス
ト
レ

ン
ス
キ
ー
の
論
考
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
稿
の
註
（
１９
）
に
お
い
て
詳
細
に
検

討
し
て
い
る
。

（
９
）「
供
犠
論
」
は
、
後
に
、H

.H
ubert

et
M
.M

auss,
M
élanges

d’histoire

des
religions,Félix

A
lcan,1909

に
再
録
さ
れ
て
い
る
。
再
録
に
あ
た
っ

て
は
か
な
り
の
箇
所
に
修
正
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
誤
植
の
訂
正
や
文
意
を

明
確
に
す
る
た
め
の
表
現
の
変
更
が
ほ
と
ん
ど
で
、
内
容
の
大
幅
な
変
更
に

つ
な
が
る
改
訂
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。「
供
犠
論
」
の
生
成
を
主
題
と
す
る

小
論
で
は
『
社
会
学
年
報
』
第
二
巻
所
載
の
テ
ク
ス
ト
を
使
用
す
る
。
ち
な

み
に
、
カ
ラ
デ
ィ
が
編
集
し
た
『
著
作
集
』
第
一
巻
（M

.M
auss,Œ

uvre

1
:
Les
fonctions

sociales
du
sacré,

Les
É
ditions

de
M
inuit,

1968

）

所
載
の
「
供
犠
論
」
も
『
社
会
学
年
報
』
第
二
巻
所
載
の
テ
ク
ス
ト
を
底
本

と
し
て
い
る
が
、
註
記
が
元
来
は
脚
注
で
頁
毎
に
番
号
を
振
っ
て
あ
っ
た
も

の
が
通
し
番
号
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
第
二
章
「
供
犠
の
図
式
」
の
な
か

の
「
い
け
に
え
（La

victim
e

）」
の
項
目
名
が
抜
け
て
い
る
（Œ

uvre
1
,

p.227
）
な
ど
、
若
干
の
齟
齬
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
以
降
、「
供
犠
論
」
か
ら

の
引
用
箇
所
は
、﹇

﹈
内
に
、
初
め
に
『
社
会
学
年
報
』
第
二
巻
の
頁

数
、
次
い
で
『
著
作
集
』
第
一
巻
の
頁
数
を
併
記
す
る
。

ユ
ベ
ー
ル
・
モ
ー
ス
「
供
犠
の
本
質
と
機
能
に
関
す
る
試
論
」
の
生
成
―
―
社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
学
思
想
Ⅰ
―
―

八
〇



（
１０
）
ス
ミ
ス
と
同
様
、
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
も
、
浄
と
不
浄
（pur

et
im

pur

）

を
聖
（sacré

）
に
含
め
て
と
ら
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
彼
ら
は
次
の
よ
う
に

述
べ
る
。「
こ
れ
は
実
際
の
と
こ
ろ
、
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
・
ス
ミ
ス
が
は
っ
き

り
と
示
し
た
よ
う
に
、
浄
と
不
浄
は
、
互
い
に
排
除
し
合
う
対
立
物
で
は
な

い
か
ら
で
あ
る
。
両
者
は
宗
教
的
現
実
（la

réalité
religieuse

）
の
二
つ
の

局
面
な
の
で
あ
る
」﹇98/256f.

﹈。

（
１１
）
こ
こ
で
い
う
霊
と
は
、
い
け
に
え
の
な
か
に
宿
る
宗
教
的
力
な
い
し
は
宗
教

的
原
理
を
意
味
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
い
け
に
え
の
な
か
に
は
霊
（es-

prit

）
が
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
供
犠
は
ま
さ
し
く
こ
れ
を
解
放
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
」﹇64/230

﹈、「
い
け
に
え
の
な
か
の
霊
、
す

な
わ
ち
い
け
に
え
が
今
や
含
ん
で
い
る
神
的
原
理
」﹇67/233

﹈
等
々
の
表

現
に
明
ら
か
な
よ
う
に
。
の
ち
の
社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
学
思
想
を
特
徴

付
け
る
「
非
人
格
的
な
宗
教
的
力
」
と
い
う
概
念
は
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ

明
確
に
は
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

（
１２
）
こ
の
引
用
文
中
の
「
破�

壊�

さ�

れ�

た�

事�

物�

」
の
文
言
は
、
一
九
〇
九
年
の
『
宗

教
史
論
集
』
に
「
供
犠
論
」
が
再
録
さ
れ
た
際
に
は
「
聖�

化�

さ�

れ�

（consa-

crée

）、
破�

壊�

さ�

れ�

た�

事�

物�

」（M
élanges

d’histoire
des
religions,p.124

）

に
修
正
さ
れ
て
い
る
。

（
１３
）
も
っ
と
も
、
Ⅳ
や
Ⅴ
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
民
俗
誌
、
た
と
え
ば
古
代
の
パ

ウ
サ
ニ
ア
ス
や
、
あ
る
い
は
民
俗
誌
に
基
づ
く
マ
ン
ハ
ル
ト
や
フ
レ
ー
ザ
ー

の
著
作
も
ひ
ん
ぱ
ん
に
引
証
さ
れ
て
い
る
。

（
１４
）
モ
ー
ス
の
ユ
ダ
ヤ
人
と
し
て
の
出
自
と
、
シ
ル
ヴ
ァ
ン
・
レ
ヴ
ィ
に
師
事
し

て
の
彼
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
研
究
と
い
う
二
点
を
、
さ
し
あ
た
っ
て
そ

の
背
景
と
し
て
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
「
一
神
教
」
と
「
汎
神
論
」
と

い
う
、
異
な
る
宗
教
伝
統
の
対
比
と
い
う
意
図
も
あ
っ
た
﹇35/199

﹈。

（
１５
）
し
か
し
な
が
ら
、
の
ち
の
『
宗
教
生
活
の
基
本
形
態
』
で
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー

ム
は
む
し
ろ
信
仰
を
も
つ
当
事
者
の
体
験
を
重
視
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

点
に
関
し
て
は
前
掲
拙
著
の
と
く
に
第
五
章
三
節
「『
宗
教
生
活
』
の
人
間

学
と
社
会
哲
学
」
を
参
照
の
こ
と
。

（
１６
）
前
掲
拙
稿
、
一
〇
〇
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
１７
）
前
掲
拙
著
第
五
章
第
一
節
「『
宗
教
生
活
』
の
意
図
と
方
法
」
を
参
照
の
こ

と
。

（
１８
）
前
掲
拙
著
第
五
章
第
二
節
「
宗
教
の
本
質
」
を
参
照
の
こ
と
。

（
１９
）『
宗
教
史
論
集
』
で
は
、
こ
の
箇
所
に
「
神
々
も
そ
の
他
の
も
の
も
（dieux

etautres

）」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
（M

élanges
d’histoire

des
religions,p.128

）。

（
２０
）
こ
の
よ
う
な
当
事
者
の
視
点
の
排
除
は
、「
供
犠
論
」
冒
頭
に
見
ら
れ
た
、

当
事
者
の
視
点
に
信
頼
を
置
く
姿
勢
と
は
真
っ
向
か
ら
対
立
し
て
い
る
。

（
２１
）É

.D
urkheim

,“D
e
la

définition
des

phénom
ènes

religieux”,l’A
n-

née
sociologique

2,
pp.22 －24

（É
.
D
urkheim

,
Journal

sociologique,

PU
F,1969,pp.159 －161

）.

（
２２
）
前
掲
拙
著
第
三
章
、
第
四
章
な
ら
び
に
補
論
を
参
照
の
こ
と
。
ま
た
、
両
者

の
間
に
は
直
接
的
な
連
携
も
見
ら
れ
な
い
。「
供
犠
論
」
に
お
い
て
は
デ
ュ

ル
ケ
ー
ム
の
論
著
へ
の
言
及
は
皆
無
で
あ
り
、
逆
に
「
定
義
」
論
文
に
あ
っ

て
も
、
た
だ
一
箇
所
、
神
観
念
の
説
明
に
付
随
し
て
「
供
犠
論
」
へ
の
参
照

が
指
示
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。É.D

urkheim
,op.cit.,p.14,n.2

（Jour-

nal
sociologique,p.153,n.2

）.

（
２３
）É

.D
urkheim

,“Préface”,l’A
nnée

sociologique
2,p.V

,n.1

（Journal

社
会
文
化
論
集

第
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二
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sociologique,
p.139,

n.1

）.

前
掲
拙
著
第
四
章
第
一
節
、
ま
た
前
掲
拙
稿
九

四
頁
を
も
参
照
の
こ
と
。

（
２４
）
こ
の
間
の
事
実
経
過
に
つ
い
て
は
、
主
にÉ

.D
urkheim

,
Lettres

à
M
ar-

celM
auss

に
収
め
ら
れ
た
編
者
ベ
ナ
ー
ル
と
フ
ル
ニ
エ
の
解
説
、
な
ら
び
に

M
.Fournier,É

m
ile
D
urkheim

(1858－1917)

に
拠
っ
て
い
る
。

（
２５
）
公
に
さ
れ
た
書
簡
の
大
半
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
書
い
た
手
紙
が
そ
の
宛
先

で
保
存
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
―
―
た
と
え
ばIM

E
C

のFonds
M
auss

に
保
管
さ
れ
て
い
る
モ
ー
ス
宛
の
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
書
簡
はLettres
à
M
ar-

celM
auss

と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
―
―
。
ボ
ル
ド
ー
に
い
た
デ
ュ
ル
ケ
ー

ム
が
『
社
会
学
年
報
』
の
編
集
を
行
う
た
め
に
は
、
モ
ー
ス
、
ユ
ベ
ー
ル
の

み
な
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
が
パ
リ
在
住
の
他
の
メ
ン
バ
ー
に
も
郵
便
で
連
絡
を

取
る
ほ
か
は
な
く
、
そ
の
た
め
に
い
か
に
精
力
を
注
が
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

か
が
、
公
に
さ
れ
た
一
部
の
書
簡
に
接
す
る
だ
け
で
も
実
感
さ
れ
る
。

（
２６
）R

evue
française

de
sociologie

xxviii-3,1987,p.486.

（
２７
）「
宗
教
的
諸
儀
礼
の
体
系
の
一
部
を
な
す
操
作
な
い
し
は
操
作
の
総
体
、
こ

の
操
作
は
破
壊
（
摂
食
、
刑
罰
、
火
に
よ
る
供
犠
な
ど
）
あ
る
い
は
、
一
つ

な
い
し
複
数
の
有
生
な
い
し
無
生
の
客
体
の
、
共
通
の
使
用
か
ら
の
排
除

（
奉
納
）
を
結
果
す
る
（opération

ou
ensem

ble
d’opérations,

faisant

patrie
d’un

systèm
e
de

rites
religieux,etayantpour

résultatla
des-

truction

（m
anducation,peine,sacrifice

par
le

feu,etc.

）ou
la
m
ise

hors
l’usage

com
m
un

（offrande

）d’un
ou

de
plusieurs

objets
ani-

m
és

ou
inanim

és

）」（
一
八
九
八
年
六
月
一
五
日
付
モ
ー
ス
宛
書
簡
）﹇LM

144

﹈。
い
さ
さ
か
文
意
が
不
明
確
で
あ
り
、
最
終
的
に
「
供
犠
論
」
で
採
用

さ
れ
た
定
義
と
比
較
す
る
と
、
供
犠
祭
主
や
供
犠
の
客
体
の
概
念
が
欠
落
し

て
い
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
八
月
の
書
簡
で
も
、
定
義
の
見
直
し
を
指
示
し

て
い
る
﹇LM

173

﹈。

（
２８
）
一
八
九
八
年
一
一
月
か
ら
翌
月
に
か
け
て
の
―
―
正
確
な
日
付
は
不
明
―
―

モ
ー
ス
宛
書
簡
の
な
か
で
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、『
社
会
学
年
報
』
の
概
要

を
版
元
のFélix

A
lcan

書
店
に
知
ら
せ
る
際
に
、
そ
れ
ま
で
の
表
題“E

s-

saisur
la

nature
du

sacrifice”

にla
fonction

の
語
を
加
え
て
書
き
送
っ

た
旨
を
伝
え
て
い
る
﹇LM

181

﹈。

（
２９
）「
お
前
た
ち
は
一
〇
〇
頁
か
ら
一
二
〇
頁
を
越
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
」（
一

八
九
八
年
七
月
モ
ー
ス
宛
書
簡
）﹇LM

161

﹈。

（
３０
）
モ
ー
ス
宛
の
書
簡
の
な
か
で
も
、
校
正
に
関
す
る
細
か
い
指
示
を
数
多
く
見

る
こ
と
が
で
き
る
が
、IM

E
C

のFonds
M
auss

に
は
、「
供
犠
論
」
の
初

校
の
ゲ
ラ
刷
り
（épreuves

）
の
一
部
が
残
さ
れ
て
い
る
（M

A
S23.4

）。
一

八
九
九
年
二
月
一
七
日
の
日
付
の
も
の
が
七
葉
、
二
月
一
八
日
の
日
付
の
も

の
が
六
葉
あ
り
、
Ａ
３
を
二
枚
合
わ
せ
た
大
き
さ
に
八
頁
分
が
印
刷
さ
れ
、

各
葉
の
冒
頭
に
は
、
訂
正
し
た
校
正
刷
り
を
ボ
ル
ド
ー
の
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
ま

で
至
急
返
送
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
モ
ー
ス
に
よ
る
黒
イ

ン
ク
の
訂
正
箇
所
と
、
お
そ
ら
く
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
よ
る
黒
鉛
筆
と
青
鉛
筆

の
訂
正
箇
所
が
、
か
な
り
の
数
に
上
っ
て
い
る
。
本
来
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
返

送
さ
れ
た
は
ず
の
ゲ
ラ
刷
り
が
、
な
ぜ
モ
ー
ス
の
手
元
に
残
さ
れ
て
い
た
の

か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
「
供
犠
論
」

の
校
正
作
業
に
も
直
接
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

（
３１
）
一
八
九
四
年
か
ら
翌
年
に
行
わ
れ
た
宗
教
に
関
す
る
講
義
が
、
自
分
の
社
会

学
を
方
向
転
換
さ
せ
る
「
啓
示
」
で
あ
っ
て
、
こ
の
「
啓
示
」
を
も
た
ら
し

た
も
の
が
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
・
ス
ミ
ス
で
あ
っ
た
、
と
い
う
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の

ユ
ベ
ー
ル
・
モ
ー
ス
「
供
犠
の
本
質
と
機
能
に
関
す
る
試
論
」
の
生
成
―
―
社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
学
思
想
Ⅰ
―
―
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自
己
証
言
が
あ
る
（É

.D
urkheim

,“Lettres
au

directeur
de

la
R
evue

néo-scolastique”,
R
evue

néo-scolastique
14,

1907,
in

É
.D

urkheim
,

T
extes

1,Les
É
ditions

de
M
inuite,1975,p.404

）。
こ
の
「
啓
示
」
に
関

し
て
は
、
前
掲
拙
著
補
論
を
参
照
の
こ
と
。

（
３２
）R

evue
française

de
sociologie

xxviii－3,1987,p.497.

（
３３
）「
定
義
」
論
文
は
、
こ
の
講
義
の
一
部
を
活
字
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し

か
し
な
が
ら
モ
ー
ス
は
、
こ
の
件
に
関
し
て
さ
ほ
ど
の
反
応
を
示
さ
な
か
っ

た
ら
し
い
。「
お
前
は
、
宗
教
の
定
義
に
つ
い
て
の
私
の
二
つ
の
講
義
（
手

直
し
さ
れ
た
）
を
、
同
時
に
公
表
す
る
私
の
企
て
に
つ
い
て
、
何
も
言
わ
な

か
っ
た
」（
一
八
九
八
年
一
月
初
旬
モ
ー
ス
宛
書
簡
）﹇LM
100

﹈。

（
３４
）M

.M
auss,“L’œ

uvre
de

M
auss

par
lui-m

êm
e”,R

evue
française

de

sociologie
xx-1,1979,p.217.

（
３５
）H

.H
ubert,

“T
ext

autobiographique”

（1915
）,R

evue
française

de
so-

ciologie
xx-1,1979,p.206.

（
３６
）
興
味
深
い
こ
と
に
、
ユ
ベ
ー
ル
の
こ
の
文
章
に
は
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
名
前
は

一
度
も
登
場
し
な
い
。
あ
る
い
は
こ
れ
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
対
す
る
彼
の

感
情
を
暗
に
表
わ
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
逆
に
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は

ユ
ベ
ー
ル
に
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
が
、
た
だ
「
供
犠
論
」
に
関
し
て
い
え
ば
、

一
八
九
八
年
七
月
の
モ
ー
ス
宛
書
簡
の
な
か
で
「
ユ
ベ
ー
ル
が
お
前
を
引
き

ず
り
込
ん
だ
新
し
い
研
究
に
つ
い
て
は
、
私
は
懐
疑
的
な
ま
ま
で
あ
る
」﹇LM

161

﹈
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
神
の
供
犠
」
を
キ
リ
ス
ト
教
の
神
観
念

に
結
び
付
け
よ
う
と
す
る
ユ
ベ
ー
ル
の
試
み
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
３７
）IM

E
C

に
は
、M

A
S23.2

と
し
て
「
供
犠
論
」
関
連
の
草
稿
が
ひ
と
ま
と
め

に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
、「
贖
罪
の
供
犠
と
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
的

供
犠
と
の
関
係
（R

apports
du

Sacrifice
E
xpiatoire

et
du

Sacrifice

C
om

m
uniel

）」
と
題
さ
れ
て
、
四
七
か
ら
六
七
ま
で
の
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
が

施
さ
れ
た
一
連
の
草
稿
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
プ
ラ
ン
に
従
い
、
供

犠
の
基
本
要
素
と
し
て
取
り
出
さ
れ
た
贖
罪
と
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
を
軸
に
記
述

を
進
め
よ
う
と
モ
ー
ス
が
努
力
し
た
痕
跡
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
こ
のＭ

A
S23.2

に
は
、
こ
れ
と
は
別
にE

ssaisur
le

sacrifice

の
表
題
を
も
つ
二

種
類
の
部
分
草
稿
や
断
片
的
な
メ
モ
も
含
ま
れ
、
モ
ー
ス
が
書
き
直
し
を
繰

り
返
し
た
悪
戦
苦
闘
ぶ
り
を
伝
え
て
い
る
。

（
３８
）M

.Fournier,É
m
ile
D
urkheim

（1858－1917

）,p.398.

（
３９
）ibid.,p.395.cf.M

.Fournier,M
arcel

M
ausse,p.163.

（
４０
）
あ
る
い
は
、
プ
ラ
ン
に
あ
っ
た
「
供
犠
の
心
理
学
的
か
つ
社
会
的
諸
条
件
」

の
項
目
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
叔
父
の
社
会
学
的
枠
組
み
と
は
異
な
っ
た
、
心

理
学
的
分
析
を
も
組
み
込
ん
だ
新
た
な
社
会
学
を
モ
ー
ス
が
構
想
し
て
い
た

と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
項
目
の
な
か
の
細
目
の
内
容
を
見

る
か
ぎ
り
で
は
、
た
と
え
そ
の
よ
う
な
構
想
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
明
確
な

形
を
取
る
に
は
ほ
ど
遠
い
段
階
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
４１
）
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
「
主
知
主
義
的
」
な
宗
教
観
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
著
第

一
章
「
初
期
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
宗
教
論
」
な
ら
び
に
第
二
章
「
中
期
デ
ュ
ル

ケ
ー
ム
の
宗
教
論
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
４２
）
結
論
部
分
に
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
援
助
の
手
が
直
接
さ
し
の
べ
ら
れ
て
い
た
こ

と
に
は
傍
証
も
あ
る
。
一
八
九
八
年
一
一
月
の
ユ
ベ
ー
ル
宛
書
簡
に
は
「
も

し
も
一
二
月
八
日
頃
―
―
こ
れ
は
、
少
な
く
と
も
今
日
ま
で
私
が
期
待
し
て

い
た
日
付
だ
―
―
に
、
供
犠
に
お
け
る
マ
ル
セ
ル
の
部
分
と
同
様
に
、
書
評

も
終
わ
っ
て
い
る
な
ら
、
彼
は
そ
の
と
き
に
は
こ
こ
に
来
れ
る
だ
ろ
う
し
、

社
会
文
化
論
集

第
五
号

二
〇
〇
九
年
三
月
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三



わ
れ
わ
れ
が
著
作
の
第
一
部
を
推
敲
し
、
結
論
部
分
を
作
り
上
げ
て
い
る
間

に
、
あ
な
た
は
自
分
に
関
わ
る
す
べ
て
の
も
の
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
」（R

evue
française

de
sociologie

xxviii-3,1987,p.498

）
と

あ
る
。
こ
れ
は
、
最
終
の
原
稿
締
め
切
り
と
し
て
設
定
さ
れ
た
一
二
月
八
日

に
、
モ
ー
ス
が
自
分
の
分
担
分
を
す
ま
せ
て
ボ
ル
ド
ー
に
来
れ
ば
、
デ
ュ
ル

ケ
ー
ム
と
一
緒
に
結
論
部
分
の
作
成
に
取
り
か
か
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

意
味
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
実
現
し
な
か
っ
た
わ
け
だ
が
、
一
八
九

九
年
二
月
の
モ
ー
ス
宛
書
簡
で
は
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、「
わ
れ
わ
れ
が
や
っ

た
よ
う
に
結
論
に
お
い
て
進
め
た
理
由
を
、
ど
う
し
て
お
前
は
彼
に
説
明
し

な
か
っ
た
の
か
」﹇LM

196

﹈
と
問
い
質
し
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
彼
」

と
は
ユ
ベ
ー
ル
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
一
文
は
、
結
論
部
分
に
お
け
る
デ
ュ

ル
ケ
ー
ム
と
の
直
接
の
共
同
作
業
の
内
容
に
つ
い
て
、
モ
ー
ス
が
ユ
ベ
ー
ル

へ
の
説
明
を
怠
っ
た
事
実
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
４３
）
従
来
の
社
会
観
を
修
正
す
る
新
た
な
序
文
が
、『
社
会
学
的
方
法
の
規
準
』

に
付
加
さ
れ
る
の
は
一
九
〇
一
年
、『
社
会
分
業
論
』
に
付
加
さ
れ
る
の
は

一
九
〇
二
年
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

（
４４
）
す
で
に
『
社
会
学
年
報
』
第
一
巻
の
「
序
文
」
で
は
社
会
学
と
歴
史
学
の
連

携
が
説
か
れ
、
同
時
に
掲
載
さ
れ
た
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
「
近
親
婚
の
禁
止
と

そ
の
起
源
」
は
、
イ
ン
セ
ス
ト
タ
ブ
ー
の
起
源
を
「
原
始
社
会
」
の
外
婚
制

と
ト
ー
テ
ミ
ス
ム
に
求
め
る
、
発
生
論
的
方
法
の
典
型
的
な
適
用
例
で
あ
っ

た
。

（
４５
）
た
と
え
ば
前
出
の“L’œ

uvre
de

M
auss

par
lui-m

êm
e”

の
な
か
で
、
モ
ー

ス
は
「
そ
の
後
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、
マ
ナ
の
観
念
を
社
会
学
的
に
聖
観
念

か
ら
演
繹
し
よ
う
と
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
彼
が
正
し
い
と
は
決
し
て
確
信

し
て
い
な
か
っ
た
」（R

evue
française

de
sociologie,xx-1,1979,p.218

）

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
の
ち
の
「
呪
術
の
一
般
理
論
素
描
」

（
一
九
〇
四
年
）
に
関
連
す
る
文
脈
で
の
発
言
で
あ
る
が
、
マ
ナ＝

非
人
格

的
な
宗
教
的
力
を
直
接
、
集
合
的
力
に
同
定
す
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
立
場
が
、

モ
ー
ス
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
４６
）
モ
ー
ス
宛
の
書
簡
に
よ
れ
ば
﹇LM

226

﹈、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
す
で
に
一
八

九
九
年
の
七
月
に
は
こ
の
書
物
を
読
み
終
わ
っ
て
お
り
、
翌
年
の
『
社
会
学

年
報
』
第
三
巻
に
は
、
モ
ー
ス
に
よ
る
書
評
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
４７
）
こ
の
間
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
九
七
頁
以
下
を
参
照
の
こ
と
。

（
４８
）M

.M
auss,op.cit.,p.213.

付
記＝

小
論
は
、
二
〇
〇
八
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研

究
（
Ｃ
）（
課
題
番
号
二
〇
五
二
〇
〇
五
七
）「
社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
研
究
に

関
す
る
体
系
的
研
究
」
に
基
づ
く
研
究
成
果
の
一
端
で
あ
る
。

ユ
ベ
ー
ル
・
モ
ー
ス
「
供
犠
の
本
質
と
機
能
に
関
す
る
試
論
」
の
生
成
―
―
社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
学
思
想
Ⅰ
―
―

八
四


